
国語科「読むこと」 

単元評価事例集 
                                            

① 
小・１

年 

単元名 
こんなにちがうよ どうぶつの赤ちゃん ～どうぶつの赤ちゃんをくらべてみよ

う～  

教材名 「どうぶつの赤ちゃん」 

② 
小・１

年 

単元名 
「がまくん、かえるくんシリーズ」をよんで、ふたりのすてきを「すてきたから

ばこ」でしょうかいしあおう。 

教材名 「おてがみ」 

③ 
小・２

年 

単元名 生き物の成長すごろくで、見付けたおどろきを伝えよう 

教材名 「さけが大きくなるまで」 

④ 
小・２

年 

単元名 「レオ＝レオニ『〇〇』号」（お話列車）でおうちに人をお話の旅に招待しよう！ 

教材名 「アレクサンダとぜんまいねずみ」 

⑤ 
小・３

年 

単元名 「変身！大豆」図かんをつくろう  ～わたしが編集者！～ 

教材名 「すがたをかえる大豆」 

⑥ 
小・３

年 

単元名 心が「ずきん！」としたところを紹介しよう 

教材名 「ちいちゃんのかげおくり」 

⑦ 
小・４

年 

単元名 クイズのとびらで生き物の不思議をおうちに人に紹介しよう 

教材名 「花を見つける手がかり」 

⑧ 
小・４

年 

単元名 読書新聞でお気に入りの物語を紹介しよう。 

教材名 「ごんぎつね」 

⑨ 
小・５

年 

単元名 読んでまとめよう。私たちの「メディアとの関わり方提言書」 

教材名 「想像力のスイッチを入れよう」 

⑩ 
小・５

年 

単元名 本の帯を作ってお気に入りの椋鳩十作品を中学生におすすめしよう 

教材名 「大造じいさんとガン」 

⑪ 
小・６

年 

単元名 絵画コメンテーターになって、ミニ「鳥獣戯画展」をひらこう 

教材名 「『鳥獣戯画』を読む」 

⑫ 
小・６

年 

単元名 物語を読んで、命について考えたことや感じたことを座談会で聴き合おう 

教材名 「海の命」 

⑬ 
中・１

年 

単元名 文章を要約して、人間の生活と生き物や環境との関わりを伝えよう 

教材名 「幻の魚は生きていた」 

⑭ 
中・１

年 

単元名 「本のおすすめレター」で○○中の生徒に、ヘルマンヘッセの魅力を伝えよう。 

教材名 「少年の日の思い出」 

⑮ 
中・２

年 

単元名 二つの説明文を読み比べて考えたことを伝え合おう。 

教材名 「モアイは語る ―地球の未来―」 

⑯ 
中・２

年 

単元名 
「走れメロス」のエッセンスはここだ！ 

 ～作品全体と場面との関わりに着目し、魅力を伝えよう～ 

教材名 「走れメロス」 

⑰ 
中・３

年 

単元名 教科書レポートを作成しよう 

教材名 「作られた『物語』を超えて」 

⑱ 
中・３

年 

単元名 戦後○年の思いをポスターにしよう 

教材名 「挨拶」 



「単元評価表」の見方 

  
「単元評価表」は、単元ごとに観点別評価を行う場合の、単元の評価規準と学習活動に即した判断基準を、「指導と評価の計画」の中に位

置付けて示したものです。 

 ここでは、単元評価事例表⑫「物語を読んで、命について考えたことや感じたことを座談会で聴き合おう」（第６学年の文学的文章教材

を扱う単元）を例に、「単元評価表」に示す１１の項目について説明します。 

 

 

① 重点指導事項 

単元の重点指導事項は、年間指導計画や児童生徒の実態を踏まえ、新学習指導要領の国語科の内容に示されている、〔知識及び技能〕

に関する事項と〔思考力、判断力、表現力等〕の「C 読むこと」領域に関する事項からそれぞれ設定します。 

  

【新学習指導要領 国語科の内容】 

 

 

 

 

      
 【単元評価事例表⑫より】 

○「知識及び技能」 

 ・（１）オ 思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変化について 

理解し、語彙を豊かにすること。 

・（３）オ 日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと。   

 

○「思考力、判断力、表現力等」 

 ・C（１）エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。 

 ・C（１）オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること 。 

・C（１）カ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること。C(1)カ 

 

 

② 単元名 

  単元名は、〔思考力、判断力、表現力等〕に関する指導事項、教材の内容、言語活動の三点を関連付けて表現します。その際、児童生

徒に言語活動のゴールイメージが持ちやすいように留意します。 

 

 【単元評価事例表⑫より】 

・物語を読んで、命について考えたことや感じたことを座談会で聴き合おう。 

 

 

③ 何を学ぶか（教材の特性） 

  国語科の学習対象は、読んだり書いたり話し合ったりする内容（様々な事物、事柄、経験、思い、考え等）そのものではなく、それ

らの内容を「どのように言葉で理解し、どのように言葉で表現するか、という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉その

もの」（「小学校学習指導要領国語科の改定のポイント」）です。このことを踏まえ、「何を学ぶのか」の欄には、教材文を読むことを通

して、言葉を根拠に理解することや言葉そのものの意味や働きに等について考えることについて記します。 

 

【単元評価事例表⑫より】 

・登場人物相互の関係性から、それぞれの行動や会話の意味を考えること。 

・感動を生み出す優れた叙述、暗示性の高い表現、メッセージや題材を強く意識させる表現について自分の考えをもつこと。 

 



④ どのように学ぶか（言語活動、読みの観点） 

国語科は、言語活動を通して指導事項を指導します。つまり言語活動は指導の手立てであり、児童生徒にとっては学ぶ方法です。し

たがって、「どのように学ぶか」の欄には、言語活動の具体を示します。また、新学習指導要領で示された「言葉による見方・考え方」

に関連付けて表記することも考えられます。 

 

【単元評価事例表⑫より】 

・様々な本（立松和平いのちシリーズ）を読み、暗喩表現等に着目して、考えたことや感じたことをもとに自分の考えをまとめ、    

複数で話し合い、自分の考えを深める。 

 

 

⑤ 何ができるようになるか（資質・能力）単元の評価規準 

 単元の評価規準は、国立教育政策研究所「評価規準の作成のための参考資料」の「内容のまとまりごとに評価規準に盛り込むべき事

項」を参考にした上で、単元の内容（具体的な言語活動、教材の内容）に即して設定する。扱う教材や実際の学習活動によって具体的

に表現するよう留意する。 

 

【単元評価事例表⑫より】 

〔知識及び技能〕 

  ・文や文章から、命を象徴的に表している言葉やメッセージを感じさせる表現に気付いている。 

  ・関連する複数の物語を読み、読書が自分の考えを広げることに気付いている。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

  ・象徴性のある言葉や物語からのメッセージを意識させる表現などに着目し、人物像や物語の全体像を想像している。 

・物語を読んで、「命」について考えたことを読書座談会で語り合い、自分と友達との考え方、感じ方の共通点や相違点を明ら    

かにしながら、自分の考えを広げている。 

〔主体的な学習態度〕 

・文章を読んで、理解したことに基づいて自分の意見をまとめようとしている。 

・読書座談会で「命」について語り合うため、複数の関連図書を読もうとしている。 

 

 

 

⑥ 必要な読むことの能力（中心となる既習事項） 

  単元で扱う教材文を読む上で、発揮されることを期待するこれまで身に付けた読む能力を示します。 

 

【単元評価事例表⑫より】 

  ・登場人物の行動や気持などについて、叙述をもとにとらえること。 

  ・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること。 

・文章を読んで感じたことや考えたことを他者と共有し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこと。 

 

 

⑦ 学習過程及び学習活動 

  学習活動は、新学習指導要領に示す「読むこと」の学習過程を基本に据え、言語活動に取り組むことで、指導事項に即した「読む」

プロセスが充実するように留意して設定します。（単元に応じて、並行読書等の位置付けを工夫します。） 

 

【単元評価事例表⑫より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 学習過程 学習活動 
１ 見通し ・「山の命」読書座談会の VTR を視聴し、物語を読んで語り合うことのよさに気付き、学習の見通しを持つ。 

２～３ 構造と内容の把握 ・教材文「海の命」を読んで、「命」をキーワードに登場人物の関係図を作成し、あらすじをまとめる。 
４～５ 精査・解釈 ・「海の命」読書座談会で互いの考えを聴き合うために、登場人物の相互関係や「命」を意識させる表現等を

関連付けて一番心に響いた場面」を決める。 
６ 考えの形成 ・「一番心に響いた理由」について自分の考えをまとめる。 
７ 共有 ・「海の命」読書座談会に取り組み、「一番心に響いた場面」を取り上げながら「命」について自分の考えを深

める。【 
８～９ 共有 ・「立松和平命シリーズ」読書座談会に取り組み、複数の作品を関連付けながら「命」について自分の考えを

深める。 
並 

行 

読 

書 



⑧ 評価資料 

評価資料は、評価の対象として可視化されたものを示します。 

 

【単元評価事例表⑫より】 

・ノート「一番心に響いた場面理由」の記述 

 

⑨ 判断規準 

単元の評価規準を基に、学習場面に即して具体化した「学習活動に即した評価規準」を「判断基準」として示します。いわゆる「評

価規準（おおむね満足できる状況）」は判断基準(B)で示し、「十分満足できる状況」を判断基準(A)、「努力を要する状況」を判断基準(C)

で示します。客観的な評価を実現させるための工夫として、質的変容を量的な視点からも捉えられるように各基準に盛り込む内容を工

夫します。（※各判断基準を作成する際には、まず判断基準（B）から考えます。） 

 

【単元評価事例表⑫より】 

判断基準(B) 

 ・「取り上げた場面が一番心に響いた理由」について、一人の人物に焦点をあてるとともに、「命」について考えさせられた表現を二 

つ取り入れて述べている。 

 判断基準(A) 

 ・「取り上げた場面が一番心に響いた理由」について、複数の人物に焦点を当てるとともに、「命」について考えさせられた表現を３ 

つ以上取り入れて述べている。 

判断基準(C) 

 ・「取り上げた場面が一番心に響いた理由」について、一つの叙述のみを根拠に理由を書いている。 

 

⑩ （B）、(A)と評価する例 

 児童生徒の学習活動に即した思考プロセスを“なぞる”ことで、模範解答をイメージして作成します。 

 

【単元評価事例表⑫より】 

「(B)と評価する例」 

 ・５場面を選んだ理由 

   太一は、「この大魚は海の命だ」と思い、いつか殺そうと思っていたこの魚にやっと出会ったのに殺さなかった。太一の成長が   

わかるとともに、そののち村一番の漁師で在り続けるもとになった出来事が描かれているから。 

「(A)と評価する例」 

 ・５場面を選んだ理由 

   与吉じいさんの「千匹に一匹～」から学んだ太一は、「この大魚は海の命だ」と思い、いつか殺そうと思っていたこの魚にやっと 

出会ったのに殺さなかった。太一の成長がわかるとともに、そののち村一番の漁師で在り続けるもとになった出来事が描かれてい 

るから。与吉じいさん一番伝えたかったことが伝わり喜んでいると思うから。 

 

⑪ 支援の手立て 

学習状況が判断基準(C)にあたる児童生徒を判断基準(B)の状況に導くための具体的な方法を示します。どのタイミングで支援を行 

うか吟味が必要です。学習活動中だけでなく、評価資料を確認した後に個別指導を行うことも考えられます。 

 

【単元評価事例表⑫より 

 ・選んだ場面からだけでなく、他の場面の叙述からも結びつくところはないか、読み返すよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

動物の赤ちゃんの違いが
わかるビッグリスト（一
覧表）をつくる

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

見

通

し

2

構

造

と

内

容

の

把

握

・教科書に書か
れている動物の
赤ちゃんの様子
の半分以上に線
を引いている。

・教科書に書かれて
いる動物の赤ちゃん
の様子の半分以上に
線を引いている。

・教科書に書かれて
いる動物の赤ちゃん
の様子すべてに線を
引いている。

・教科書に書かれてい
る動物の赤ちゃんの様
子すべてに線を引いて
いる。

・教科書に書
かれている動
物の赤ちゃん
の様子の半分
程度に線を引
いている。

・教師の作成した
モデルを手がかり
に絵と文を関連付
けながら一緒に読
んでいく。

３

４

精

査

・

解

釈

・ライオンの赤
ちゃんとしまう
まの赤ちゃんを
くらべて、その
ちがいについて
まとめている。

・項目ごとにライオ
ンの赤ちゃんとしま
うまの赤ちゃんの様
子を書いている。

・ライオンの赤ちゃ
んとしまうまの赤
ちゃんをくらべて、
そのちがいについて
まとめ、気づいたこ
とまで書いている。

・ライオンの赤ちゃん
は生まれてすぐに立て
ないのに、シマウマの
赤ちゃんはすぐに立て
て、びっくり。

・文章から読
み取れる内容
のうち半分程
度を比べてい
る。

・ヒントカード
（書き方の見本）
を渡す。

5

６
７

精

査

・

解

釈

考

え

の

形

成

共

有

・自分の動物の
赤ちゃんとライ
オン（しまう
ま）の赤ちゃん
を比べて、同じ
ところやちがう
ところを読み
取っている。

・ライオンの赤ちゃ
んとイルカの赤ちゃ
んをくらべたら、ラ
イオンの赤ちゃんは
子ネコぐらいの大き
さ、イルカの赤ちゃ
んは一メートルぐろ
いとかいていたの
で、イルカの赤ちゃ
んのほうが大きいこ
とがわかりました。

・自分の動物の赤
ちゃんとライオン
（しまうま）の赤
ちゃんを比べて、同
じところやちがうと
ころを読み取って、
自分とも比べてい
る。

・ライオンの赤ちゃん
とイルカの赤ちゃんを
くらべたら、ライオン
の赤ちゃんは子ネコぐ
らいの大きさ、イルカ
の赤ちゃんは一メート
ルぐろいとかいていた
ので、イルカの赤ちゃ
んのほうが大きいこと
がわかりました。イル
カの赤ちゃんは、生ま
れたときからぼくと同
じくらいの大きさで
びっくり。

・自分の動物
の赤ちゃんと
ライオン（し
まうま）の赤
ちゃんについ
てわかったこ
とを書いてい
る。

・ヒントカード
（書き方の見本）
を渡す。
前時のワークシー
トを見なおさせ
る。

・自分の選んだ動物の赤
ちゃんとライオン（しまう
ま）の赤ちゃんを比べる。

【知識・技能、読
む能力】
・ワークシート

・先生の話を聞いたり、モ
デルを見たりして、学習の
課題をつかむ。
・単元の見通しを持ち、学
習の計画を立てる。

【主体的な学習態
度】
ふり返り

・文章を読んで、動物のあ
かちゃんの様子を表してい
る言葉を見付ける。

【知識・技能、読
む能力】
・教科書、発言

・ライオンの赤ちゃんとし
まうまの赤ちゃんを比べ
る。

【知識・技能、読
む能力】
・ワークシート
・ふり返り

時
間

学
習
過
程

学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

叙述から
時間的な
順序や事
柄の順序
などを捉
えるこ
と。

・敬体で書かれた
説明を理解してい
る。（（１）キ）

・共通、相違、事
柄の順序など情報
と情報との関係に
ついて理解してい
る。（（２）ア）

・動物の赤ちゃんを比べ、そのちがいについてまとめて
いる。　                                     （ア）
・目的に応じて、大事な言葉や文を書き抜いている。
                                             （ウ）

・動物の赤ちゃん　ビッグリストを作るために、動物の赤
ちゃんについて説明されている文章を読み、進んで比べよう
としている。

必要な読むことの能力
（中心となる既習事項）

・文中の主語と述語の関係に気付くこと。

単元名 ・こんなにちがうよ　どうぶつの赤ちゃん～どうぶつの赤ちゃんをくらべてみよう～

教材 「どうぶつの赤ちゃん」（光村図書１下）

何を学ぶか
（教材の特

性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・動物の赤ちゃんのことを説明した文章を読み、わかったことや考えたことを述べる活動。

読むこと 小学校　第【1】学年

重点指導事
項

（新学習指
導要領）

・ア　時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。
・ウ　文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。

・（１）キ　丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れること。
・（２）ア　共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解すること。

学習への見通しをもち、意欲的に取り組もうとしている。

・子ねこぐらいの大きさ ・目や耳はとじたまま ・よわよわしくて ・おかあさんにあまりにていません。 ・じぶんであるくことができません。

・よそへいくときは、おかあさんに、口にくわえてはこんでもらう ・うまれて二か月くらいはおちちだけのんでいます ・やがておかあさんのとった

えものをたべはじめます ・一年ぐらい・・・えもののとりかたを覚えます。 ・じぶんでつままえてたべるようになります。



 

 

【思考力・判断力・
表現力】

【知識・技能】

・シリーズ作品を
様々に読み，内容や
感想などを伝え合う
こと

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

見通し

構造と
内容の
把握

・｢おてがみ｣の
登場人物や，場
面の展開など挿
絵と関連づけな
がらおおまかに
捉えている。

・がまくんがお手紙
を待っています。か
えるくんがお手紙を
書きました。二人で
お手紙を待ちまし
た。かたつむりくん
がもってきました。

・｢おてがみ｣の
登場人物や，場
面の展開など挿
絵と関連づけな
がら話の筋が通
るように捉えて
いる。

・がまくんが悲しいき
もちでお手紙を待って
います。かえるくんは
大急ぎで家に帰ってが
まくんに手紙を書きま
した。かえるくんは手
紙を出したことを話し
て二人で待ちました。

・｢おてがみ｣
の登場人物
や，場面の展
開などを、挿
絵から捉えて
いる。

・挿絵を手が
かりに登場人
物や出来事を
捉えさせ、文
章中から挿絵
にあった言葉
を一緒に読み
ながら捉ええ
させていくよ
うにする。

構造と
内容の
把握

・「ふたりは
～」シリーズの
登場人物や，場
面の展開など挿
絵と関連づけな
がらおおまかに
捉えている。

・「ふたりは～」シ
リーズの登場人物
や，主な出来事など
挿絵と関連づけなが
らおおまかに捉えて
いる。

・「ふたりは
～」シリーズの
登場人物や，場
面の展開など挿
絵と関連づけな
がら話の筋が通
るように捉えて
いる。

・「ふたりは～」シ
リーズの登場人物や，
主な出来事など挿絵と
関連づけながら話の筋
が通るように捉えてい
る。※チョイスが適切

・「ふたりは
～」シリーズ
の登場人物
や，場面の展
開など挿絵か
ら捉えてる。

・挿絵を手が
かりに登場人
物や出来事を
捉えさせ、文
章中から挿絵
にあった言葉
を一緒に読み
ながら捉ええ
させていくよ
うにする。

精査・
解釈

・二人の関係の
すてきなとこを
中心に登場人物
の行動や場面の
様子と結び付け
ながら想像した
ことを理由にま
とめている。

・かえるくんが大急
ぎで帰るところ。わ
けはもうこれ以上が
まくんを悲しませた
くないところがやさ
しいと思ったからで
す。

・二人の関係の
すてきなところ
を中心に登場人
物の行動や場面
の様子など複数
の叙述と結び付
けながら想像し
たことを理由に
まとめている。

・かえるくんが大急ぎ
で帰るところ。わけは
もうこれ以上がまくん
を悲しませたくないか
ら少しでも早く手紙を
つくるところがやさし
いと思ったからです。

・二人の関係
のすてきなと
ころを挿絵を
中心に想像し
たことを理由
にまとめてい
る。

・挿絵を手が
かりに主な出
来事や登場人
物の言動に付
箋を貼らせた
り、素敵な理
由を一緒に考
えたりしなが
らまとめられ
るようにす
る。

精査・
解釈

・二人の関係の
すてきなとこを
中心に登場人物
の行動や場面の
様子と結び付け
ながら想像した
ことを理由にま
とめている。

・がまくんがかえる
くんを心配するとこ
ろ。わけはかえるく
んのことを心配して
勇気を出してかえる
くんを救おうとする
ところがすごいと
思ったからです。

・二人の関係の
すてきなところ
を中心に登場人
物の行動や場面
の様子など複数
の叙述と結び付
けながら想像し
たことを理由に
まとめている。

・がまくんがかえるく
んを心配するところ。
わけはがまくんはいつ
もかえるくんを困らせ
ているのに、かえるく
んのことを心配して勇
気を出してかえるくん
を救おうとするところ
がすごいと思ったから
です。

・二人の関係
のすてきなと
ころを挿絵を
中心に想像し
たことを理由
にまとめてい
る。

・挿絵を手が
かりに主な出
来事や登場人
物の言動に付
箋を貼らせた
り、素敵な理
由を一緒に考
えたりしなが
らまとめられ
るようにす
る。

共有

・二人の関係の
すてきなところ
を中心に感じた
ことを共有して
いる。

・がまくんとかえる
くんは、とてもなか
よしで助け合うとこ
ろがいいと思う。

・二人の関係の
すてきなところ
を中心に自分の
感じ方と比べな
がら共有してい
る。

・がまくんはかえるく
んに助けてもらうこと
が多いと思ってたけ
ど、かえるくんのこと
が大好きで、とても大
切にしているから、か
えるくんもがまくんが
大好きなんだと思っ
た。

・自分の感じ
たことをのみ
を伝えてい
る。

・友だちの感
想や実際のや
りとりをを聞
いたり、教師
とやりとり経
験させたりし
ながら伝え合
えるようにす
る。

言語活動 ・物語を読んで、内容や感想を伝え合う活動

読むこと 小学校　第【１】学年

重点指導事項
（新学習指導要領）

・イ　場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えること。
・エ　場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。
・カ　文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。

・（１）ア　言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。
・（１）オ　身近なことを表す語句を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにす
          ること。
・（３）エ　読書に親しみ、いろいろな本があることを知ること。

単元名 ・「がまくん、かえるくんシリーズ」をよんで、ふたりのすてきを「すてきたからばこ」でしょうかいしあおう。

教材 ・「おてがみ」・「ふたりは～」シリーズ

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

・様々に「ふたりは
～」シリーズを読
み，大まかにあらす
じ捉えたり、お話の
素敵なところとそう
思ったわけを叙述を
基に伝え合うこと。

・言葉には，事物の内容を 表す
働きや，経験したことを伝える
働きがあることに気付いてい
る。　　           （(1)ｱ）
・身近なことを表す語句 の量を
増し，話や文章の中 で使うとと
もに，言葉に 意味による語句の
まとまりがあることに気付き，
語彙を豊かにしている。
                    （(1)ｵ）
・シリーズ作品に親しみ，似て
いるところや違うところに気付
いている。　　　　　（(3)ｴ）

・場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えている。
                                     　　　　　　　（イ）
・二人の関係のすてきなところを登場人物の行動を中心に場面の
様子と結び付けながら想像している。　　　　　　 　　（エ）
・二人の関係のすてきなところを中心に感じたことを共有してい
る。                                               （カ）

・本を読んで見付けた素敵な場面について，登場人物の行動
や場面の様子に着目して想像を広げながら伝え合おうとして
いる。

必要な読むことの能力
（中心となる既習事項）

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。

時間
学習過

程
学習活動

評価事例

評価資料
おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・学習の目的や内容などの見
通しを立てる。

【主体的な学習態度】

・宝箱での紹介に向け、
「おてがみ｣を読み，登場
人物や場面の様子など内
容の大体を捉える。

・登場人物や，主な出来事
など挿絵と付箋を使ってお
おまかに説明している。
（付箋を使った説明）

・宝箱での紹介に向け、
「ふたりは」シリーズを
様々に読み，登場人物や
場面の様子など内容の大
体を捉える

・登場人物や，主な出来事
などを挿絵と付箋を使って
おおまかに説明している。
（付箋を使った説明）

・「おてがみ｣を読み，二
人の関係のすてきなとこ
ろとその理由をはっきり
させる。

・二人の関係のすてきなと
ころとその理由をまとめ
る。　　（すてきカード）

・宝箱での紹介に向け、
「ふたりは～」シリーズ
を様々に読み，二人の関
係のすてきなところとそ
の理由をはっきりさせ
る。

・二人の関係のすてきなと
ころとその理由をまとめ
る。　　　（すてきカー
ド）

・自分の見付けたすてき
ポイントを中心に交流す
る。

・二人の関係のすてきなと
ころを中心に交流をし，感
想を伝え合う。(付箋)

学習への見通しをもち、意欲的に取り組もうとしている。



 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現
力】

【知識・技能】

・生き物の成長やその過程
での発見や驚きについて，
すごろくの盤面に表して紹
介し合う。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

2

見通し

3

４

構造
と内
容の
把握

・生き物の成長
に関わって時間
的な順序などを
考えながら内容
の大体を捉えて
いる。時間的な
順序に関わる事
項の６割以上は
捉えている。

①秋になるころ
②やがて
③冬の間に
④春になるころ

・生き物の成長
に関わって時間
的な順序などを
関係づけて考え
ながら内容の大
体を捉えてい
る。時間的な順
序に関わる事項
の8割以上は捉
えている。

①秋になるころ
②やがて
③冬の間に
④やがて
⑤春になるころ
⑥いく日もいく日も
⑦一ヶ月くらい
⑧海の水に慣れ
⑨3，4年

・生き物の成
長に関わって
捉えた言葉
が、時間的な
順序に関わる
事項の半分以
下である。

・挿絵や時間に
関わる言葉に着
目させながら、
捉えられるよう
にする。

５
６

精
査・
解釈

・生き物の成長
の様子に関わる
語や文を選んで
いる。必要な要
素の６割以上は
捉えている。

①たまごを産みに
海から川へ
②たまごを産む
③3センチのたま
ご、ふくろ

・生き物の成長
の様子に関わる
語や文を関連付
けながら選んで
いる。必要な要
素の8割以上は
捉えている。

①たまごを産みに海から
　川へ
②尾びれをふるわせ川底
　を掘るたまごをたくさ
　んうみ、うめる
③3センチのたまご赤い
 ぐみのみのような栄養
 のふくろ

・生き物の成
長の様子に関
わる語や文を
半分程度は選
んでいるが、
それ以外の言
葉や文も選ん
でいる。

・挿絵や色、
形、大きさに関
連する言葉に着
目させながら、
捉えられるよう
にする。

7

共有 ・生き物につい
ての文章を読ん
ですごいと感じ
たことを共有し
ている。

・さけは、海と川
の水がまざるとこ
ろで1ヶ月くらい過
ごすのがすごい。

・生き物につい
ての文章を読ん
ですごいと感じ
たことを複数の
文章から見付け
たり、生き物の
成長の様子と関
連づけたりしな
がら共有してい
る。

・さけは、たまごを掘って
埋めたり、海の水に慣らす
ために海と川の水がまざる
ところで1ヶ月くらい過ご
したりと生き残るために知
恵がすごい。

・さけの成長
には直接関係
のところから
「すごい」と
感じている。

・生き物につい
ての文章を読ん
ですごいと感じ
たことを見付け
られない。

8

9

共有 ・生き物につい
ての文章を読ん
で驚いたことや
感動したことを
共有している。

・さけは、大きく
なったらまた川に
戻ってたまごを産
むので、命がぐる
ぐる回っているの
がわかった。

・生き物につい
ての複数の文章
を読み新たな気
付きを見いだし
たり、生き物の
成長の様子と関
連づけて考えた
りしながら、驚
きや感動を共有
している。

・さけは生き残るための知
恵を身に付けているが、他
の生き物も同じように知恵
があり、命がつながってい
るにがわかった。

・生き物につ
いての文章を
読んで驚いた
ことや感動し
たことを一方
的に伝えてい
る。

・友だちの驚き
や感動を聞いた
り、参考にさせ
たりしながら伝
えられるように
する。

言語活動 ・事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かったことや考えたことを述べる活動

読むこと 小学校　第【２】学年

重点指導事項
（新学習指導要領）

・ア　時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。
・ウ　文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。
・カ　文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。

・（１）オ　身近なことを表す語句を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにする
            こと。
・（１）カ　文の中における主語と述語との関係に気付くこと。
・（２）ア　共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解すること。
・（３）エ　読書に親しみ、いろいろな本があることを知ること。

単元名 ・生き物の成長すごろくで、見付けたおどろきを伝えよう。

教材 ・「さけが大きくなるまで」（教育出版第2学年）  ・他　生き物について書かれた本や図鑑

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

・生き物について図鑑
に書かれている情報か
ら時間的な順序に着目
しながら必要な情報を
見つけて読むこと。

・時間や場所、様子を表す言葉などを表す
語句の量を増し、話や文章の中で使ってい
る。　　　　　　　　　　（（１）オ）
・文の中における主語と述語との関係に注
意して読んだり書いたりしている。
　　　　　　　　　　　　（（１）カ）
・図鑑の見出しや写真と解説など情報と情
報との関係について気をつけて読んでい
る。　　　　　　　　　　（（２）ア）
・生き物図鑑にも様々な種類があることを
知り、読書に親しんでいる。（（３）エ）

・生き物の成長に関わって時間的な順序などを考えながら内容の大体を
捉えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ア）
・生き物の成長の様子に関わる語や文を考えて選んでいる。　　（ウ）
・生き物の成長に関わる文章を読んで感じた驚きや感動を共有してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カ）

・生き物の成長についての驚きや感
動をすごろくにまとめようとしてい
る。

必要な読むことの能力
（中心となる既習事項）

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。
・共通と相違など、情報と情報との関係について理解すること。

時間 学習過程 学習活動
評価事例

評価資料 おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・成長すごろくでおどろきを
紹介するために、生き物図鑑
を読み「すごいところ」を見
つける。

・生き物につい
ての文章を読ん
ですごいと感じ
たことを付箋に
書き出す。〔付
箋、発言、ふり
返り〕

・生き物成長すごろくで見付
けたすごいを伝える。

・生き物につい
ての驚きや感動
をすごろくの盤
上に表す。〔す
ごろく、発言、
ふり返り〕

・学習の目的や内容などの見
通しを立てる。

【主体的な学習
態度】

・成長すごろくでおどろきを
紹介するために、時間を表す
言葉に着目して読み,線を引い
たり付箋に書き出したりす
る。

・時間を表す言
葉を付箋に書き
ぬく〔付箋、ふ
り返り〕

・成長すごろくでおどろきを
紹介するために、生き物の様
子を表す言葉（色・形・大き
さ）に着目して読み、線を引
いたり付箋に書き出したりす
る。

・生き物の成長
の様子を表す言
葉を付箋に書き
ぬく〔付箋、発
言、ふり返り〕

学習への見通しをもち、意欲的に取り組もうとしている。



 

 

【思考力・判断力・表
現力】

【知識・技能】

・レオ＝レオニ作品を
様々に読み，内容や感
想などを伝え合うこ
と。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

2
見通し

3

構造と
内容の
把握

・｢アレクサン
ダとぜんまいね
ずみ｣の登場人
物や，場面の展
開など挿絵と関
連づけながらお
おまかに捉えて
いる。

・アレクサンダとぜ
んまいねずみのウィ
リーは友だちになり
ました。ウィリーは
捨てられそうになり
ました。アレクサン
ダはとかげにウィ
リーをねずみに変え
てもらいました。

・｢アレクサンダ
とぜんまいねず
み｣の登場人物
や，場面の展開
など挿絵と関連
づけながら話の
筋が通るように
捉えている。

・アレクサンダとぜんま
いねずみのウィリーは友
だちになりました。アレ
クサンダはウィリーをう
らやみました。ウィリー
は捨てられそうになりま
した。アレクサンダはと
かげにウィリーをねずみ
に変えてもらい二ひきは
夜明けまで踊りました。

・｢アレクサン
ダとぜんまい
ねずみ｣の登場
人物や，場面
の展開など挿
絵から捉えて
いる。

・挿絵を手がかり
に登場人物や出来
事を捉えさせ、文
章中から挿絵に

あった言葉を一緒
に読みながら捉え
えさせていくよう

にする。

4

5

構造と
内容の
把握

・｢レオ＝レオ
ニ作品｣の登場
人物や，場面の
展開など挿絵と
関連づけながら
おおまかに捉え
ている。

・スイミーはまっく
ろい魚です。マグロ
がきょうだいたちを
飲み込みました。ス
イミーが大きい魚の
目になりました。そ
して、大きい魚を追
い出しました。

・｢レオ＝レオニ
作品｣の登場人物
や，場面の展開
など挿絵と関連
づけながら話の
筋が通るように
捉えている。※
チョイスが適切

・小さな赤い魚たちが海
でくらしていました。ス
イミーだけまっくろでし
た。ある日マグロがきょ
うだいたちを飲み込みま
した。スイミーみんなで
大きな魚になって自分が
目になるという方法を考
えました。そして、大き
い魚を追い出しました。

・｢レオ＝レオ
ニ作品｣の登場
人物や，場面
の展開など挿
絵から捉えて
いる。

・挿絵を手がかり
に登場人物や出来
事を捉えさせ、文
章中から挿絵に
あった言葉を一緒
に読みながら捉え
えさせていくよう
にする。

6
精査・
解釈

・「アレクサン
ダとぜんまいね
ずみ」の好きな
一文を中心に登
場人物の行動や
場面の様子と結
び付けながら想
像したことを理
由にまとめてい
る。

・「ウィリーをぼく
みたいなねずみにか
えてくれる？」ウィ
リーを助けるため
に、大事な小石を
使ったアレクサンダ
がやさしいと思った
から。

・「アレクサン
ダとぜんまいね
ずみ」の好きな
一文を中心に登
場人物の行動や
場面の様子など
複数の叙述と結
び付けながら想
像したことを理
由にまとめてい
る。

・「ウィリーをぼくみた
いなねずみにかえてくれ
る？」人間に大事にされ
たくて自分のために使う
つもりだった大事な小石
をウィリーを助けるため
に使ったアレクサンダが
好きだから。

・「アレクサ
ンダとぜんま
いねずみ」の
好きな一文を
中心について
挿絵をもとに
想像したこと
を理由にまと
めている。

・挿絵を手がかり
に主な出来事や登
場人物の言動に付
箋を貼らせたり、
好きな理由を一緒
に考えたりしなが
らまとめられるよ
うにする。

7
精査・
解釈

・「レオ＝レオ
ニ作品」の好き
な一文を中心に
登場人物の行動
や様子と結び付
けながら，想像
したことを理由
にまとめてい
る。

・「ぼくが、目にな
ろう」いいアイディ
アを出したスイミー
がかっこいいから。

・「レオ＝レオ
ニ作品」の好き
な一文を中心に
登場人物の行動
や場面の様子な
ど複数の叙述と
結び付けながら
想像したことを
理由にまとめて
いる。

・「ぼくが、目になろ
う」こわがっていたスイ
ミーが勇気とアイディア
を出して大きい魚を追い
出したのが、かっこいい
と思ったから。

・「レオ＝レ
オニ作品」の
好きな一文に
ついて挿絵を
もとに想像し
たことを理由
にまとめてい
る。

・挿絵を手がかり
に主な出来事や登
場人物の言動に付
箋を貼らせたり、
好きな理由を一緒
に考えたりしなが
らまとめられるよ
うにする。

8
考えの
形成

・自分の選んだ
「レオ＝レオニ
作品」の好きな
理由について自
分の体験と結び
つけながらまと
めている。

・私はスイミーが好
きです。スイミーが
みんなで力を合わせ
るところがかっこい
いと思ったからで
す。運動会でみんな
をまとめてくれた団
長みたいでかっこい
いと思ったからで
す。

・自分の選んだ
「レオ＝レオニ
作品」の好きな
理由について自
分の体験や他の
レオ＝レオニ作
品を読んだ体験
などと結びつけ
ながらまとめて
いる。

・私はスイミーが好きで
す。スイミーは他の魚と
違うけどそれを生かして
みんなで力を合わせると
ころがかしこいと思った
からです。フレデリック
もお話がうまくて似てい
ると思いました。

・自分の選ん
だ「レオ＝レ
オニ作品」の
好きな理由を
まとめてい
る。自分の体
験や読書体験
をまとめてい
る。

・友だちの選んだ
「レオ＝レオニ作
品」の好きな理由
を聞いたり、自分
の体験を想起させ
たりさせながらま
とめられるように
する。

9

言語活動 ・物語を読んで、内容や感想などを伝え合う活動

読むこと 小学校　第【２】学年

重点指導事項
（新学習指導要

領）

・イ　場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えること。
・エ　場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。
・オ　文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつこと。

・（１）カ　文の中における主語と述語との関係に気付くこと。
・（３）エ　読書に親しみ、いろいろな本があることを知ること。

単元名 ・「レオ＝レオニ『〇〇』号」（お話列車）でおうちの人をお話の旅に招待しよう！

教材 ・「アレクサンダとぜんまいねずみ」　・　他　レオ＝レオニ作品

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態

度）
・物語を読み，大
まかにあらすじ捉
えたり、好きな一
文とそのわけを伝
え合ったりしなが
ら、物語の内容に
ついて自分の考え
をまとめていくこ
と。

・文の中における主語と述語関係に
気付いている。
　　　　　　　　　　　（(1)ｶ）
・同じ作者作品に親しみ，いろいろ
な作品があることに気付いている。
　　　　　　　　　　　（(3)ｴ）

・場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）
・好きな一文とそのわけについて登場人物の行動を中心に場面
の様子と結び付けながら，想像している。　　　　　　　（エ）
・一番好きなレオ＝レオニ作品について文章の内容と自分の体験
とを結びつけて感想を持っている。　　　　　　　　　　（オ）

・自分の大好きな本やお気に入
りの場面などを見つけて，登場
人物の行動や場面の様子に着目
して想像を広げながら伝え合お
うとしている。

必要な読むことの能力
（中心となる既習事項）

・文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。
・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。

時間
学習過

程
学習活動

評価事例

評価資料
おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

学習の目的や内容などの見通し
を立てる。

【主体的な学習態度】

・お話の旅で紹介するお話を選
ぶために「アレクサンダとぜん
まいねずみ｣を読み，場面の様
子や登場人物など内容の大体を
捉える

・登場人物や，場面
の展開など挿絵と付
箋を使っておおまか
に説明している。
（付箋を使った説
明）

・お話の旅で紹介するお話を選
ぶために、レオ＝レオニ作品を
様々に読み，場面の様子や登場
人物など内容の大体を捉える

・登場人物や，場面
の展開など挿絵と付
箋を使っておおまか
に説明している。
（付箋を使った説
明）

・お話の旅での紹介に向け、
「アレクサンダとぜんまいねず
み｣を読み，好きな一文とその
理由をはっきりさせる。

・「アレクサンダと
ぜんまいねずみ」の
好きな一文と選んだ
理由をまとめる。
（付箋）

・お話の旅での紹介に向け、一
番好きな「レオ＝レオニ作品｣
を読み，好きな一文とその理由
をはっきりさせる。

・「レオ＝レオニ作
品」の好きな一文と
選んだ理由をまとめ
る。　　　（付箋）

・お話の旅での紹介に向け、自
分の選んだ「レオ＝レオニ作
品」の好きな理由をはっきりさ
せる。

・自分の選んだ「レ
オ＝レオニ作品」の
好きな理由をまとめ
ている。（付箋）

学習への見通しをもち、意欲的に取り組もうとしている。

おうちの人へ紹介する。



 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・大豆が変身してできる
食品を調べて、変身図鑑
を編集すること。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

見
通
し

4

精
査
・
解
釈

・教科書の文章
に出てくる順に
作り方をキー
ワードに、目次
を決めている。

①いる。にる。
②えいようを取り出す。
③キンの力をかりる。
④カビの力をかりる。
⑤わかいうちに取り入れ
る。
⑥日光に当てず水だけで
育てる。

・Bに加えて、
他の本からもわ
かったことを加
えて、決めてい
る。

①いる。にる。
②くだいてにる。
③えいようを取り出す。
④とうふを油であげる。
⑤キンの力をかりる。
⑥カビの力をかりる。
⑦わかいうちに取り入れ
る。
⑧日光に当てず水だけで育
てる。

・食品名を目次
にしている。

・それぞれの
食品がどのよ
うに作られて
いるか、作り
方を表す言葉
を見付けるよ
う促す。

5

精
査
・
解
釈

図鑑をつくるた
めに必要なこと
をいろいろな本
を読んで調べ、
大豆が煮豆に変
身する順番を整
理し、まとめて
いる。

に豆
➀豆をあらう。
②水につけてやわらかく
する。
③火にかけにる。

図鑑をつくるた
めに必要なこと
をいろいろな本
を読んで調べ、
大豆が煮豆に変
身する順番を整
理し、量や時間
などを加えくわ
しくまとめてい
る。

に豆
➀豆をあらう。
②７～８時間、水につけて
やわらかくする。
③火にかけ弱火で３～４分
にる。
④アクをとる。

教科書だけを読
んで、大豆が変
身する順番を整
理し、まとめて
いる。

他の本を紹介
し、教科書と
比べさせる。

6

7

精
査
・
解
釈

考
え
の
形
成

必要なことをい
ろいろな本を読
んで調べ、大豆
が自分の担当す
る食品に変身す
る順番をまとめ
ている。

（例）みそ
①むした米かむぎにコウ
ジカビをまぜる。
②しおを、にてつぶした
大豆にくわえてまぜる。
③ ①と②をまぜる。
④風通しのよいところに
半年から1年おいてお
く。

必要なことをい
ろいろな本を読
んで調べ、大豆
が変身する順番
を整理し、量や
時間などを加
え、さらにくわ
しく書いてい
る。

（例）みそ
①大豆をよくあらい、大豆
の３～４倍の水に12時間ひ
たす。
②むした米かむぎにコウジ
カビをまぜる。
③ ①の大豆の水をきり、新
しい水を加えてやわらかく
なるまで弱火でにる。
④しおを、にてつぶした大
豆にくわえてまぜる。
⑤ ②と④をまぜる。
・・・・・・・・・・・・

教科書の情報だ
けで、大豆が変
身する順番をま
とめている。

担当した食品
がのっている
本を紹介す
る。

8
共
有

ふ
り
返
り

・豆（いる。にる。
・きなこ（こなにひ
く。）
・とうふ（大豆にふくま
れるえいようだけを取り
出す。）
・なっとう（ナットウキ
ンの力をかりる。）
・みそ、しょうゆ（コウ
ジカビの力をかり
る・・・。）
・えだ豆（わかくてやわ
いうちに取り入れ、さや
ごとゆでる。）
・もやし（たねを日光に
当てず水だけで育て
る。）

・教科書にある
食品名と、変身
の仕方をマト
リックス表にま
とめ、さらに他
の本からわかっ
たことも書き込
んでいる。

・Bに加え
・豆乳（大豆を半日くらい
水につける。つけ汁ごとミ
キサーでくだく。10分くら
い弱火でにる。布でこ
す。）
・あつあげ（とうふの水を
よくきって、油であげ
る。）

・大豆が変身し
た食品名だけ見
つけている。

・教師が作成
した見本をて
がかりに、段
落を意識さ

せ、写真と関
連付けながら
見つけるよう

に促す。

2

3

構
造
と
内
容
の
把
握

・大豆が何に変身するか情報収
集する。
（編集会議２）

【知識・技能、読む
能力】
・マトリックス表

・教科書にある
食品名と、変身
の仕方をマト
リックス表にま
とめている。

言語活動 ・学校図書館などを利用し、情報を得て、分かったことなどをまとめて図鑑にする活動

読むこと 小学校　第【３】学年

重点指導事項
（新学習指導要

領）

・ウ　目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。
・ア　段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述をもとに捉えること。

・（３）オ　幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。

単元名 ・「変身！大豆」図かんをつくろう～わたしが編集者！～

教材 ・「すがたをかえる大豆」（光村図書３下）

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

・中心となる語を
とらえて段落相互
の関係を考えるこ
と。

・　変身図鑑を作るた
めに、目次、索引など
を利用し必要な本の必
要な箇所を選んでい
る。
　　　（（３）オ）

・変身図鑑を作るために中心となる語に注意して整理しながら読
んでいる。　　　　　　　　　　　　　　（ウ）
・変身図鑑を作るために、情報源となる文章を読み、書き手の考
えやその理由や事例がどこに書かれているか、叙述を基に判断し
ている。　　　　　　　　　　　　（ア）

・必要な情報を集めるために本を積極的に読んだり、調べたことをま
とめようとしたりしている。

必要な読むことの能力
・文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。
・時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体をとらえること。

時間
学習
過程 学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・自分が担当した食品の変身す
る順番を整理する。（グループ
会議）

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート

・各グループがまとめたページ
を発表し合い、「変身！大豆」
図鑑を完成する。（最終編集会
議）

【主体的な学習態
度】

・発言、ふり返り

・モデルを見て、学習の課題を
つかむ。
・単元の見通しを持ち、図鑑づ
くりの計画を立てる。
（編集会議１）

【主体的な学習態度】

・ふり返り、発言

・段落相互の関係を考えなが
ら、作り方をキーワードに図鑑
の目次を決める。
（編集会議３）

【知識・技能、読む
能力】
・発言、ふり返り

・大豆が煮豆に変身する順番を
整理する。
（編集会議４）

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート

学習への見通しをもち、意欲的に取り組もうとしている。

自分の作成したページを進んで紹介している。



 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・「ずきんカード」に自分
のずきんと心に響いたとこ
ろ、その理由、戦争と平和
について感じたことをまと
め、友だちに紹介する。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

見
通
し

2

3

構
造
と
内
容
の
把
握

イメージカラー
の理由につい
て、二つの場面
を結びつけて述
べている。

町を燃やした火の
色、お兄ちゃんの足
から出た血の色は赤
で、こわさが伝わる
色だから。

イメージカラーの
理由について、三
つ以上の場面を結
びつけて述べてい
る。

町を燃やす火の色や
お兄ちゃんがひどい
けがをしたときに出
た血の色、消えてし
まった命の色で、戦
争の恐ろしさを伝え
たいから赤。

自分が好きな
イメージカ
ラーを決めて
いる。

叙述をもとに
するよう、思
いを聞き取り
ながら、一緒
に読む。

4

5

精
査
・
解
釈
　
考
え
の
形
成
　
共
有

二つの場面をと
りあげて、心が
「ずきん」　と
響いた理由を書
いている。

かげおくりを楽しむ
仲の良い家族だった
のに、ここでは、く
うしゅうでお母さん
たちと離れ離れにな
り、お母さんが見つ
かったと喜んでいた
のに、近づいてみる
とお母さんではな
く、ちいちゃんはと
てもがっかりして心
細くなり、寂しくて
たまらなかっただろ
うなと思ったから。

三つ以上の場面を
とりあげ、自分の
生活と比較した文
言を入れて、心が
「ずきん」と響い
た理由を書いてい
る。

かげおくりを楽しむ
仲の良い家族だった
のに、ここでは、く
うしゅうでお母さん
たちと離れ離れにな
り、お母さんが見つ
かったと喜んでいた
のに、近づいてみる
とお母さんではな
く、まだ幼いちい
ちゃんは不安と寂し
さでいっぱいだった
だろうなと思ったか
ら。私は、3年生だ
けど、もし自分がち
いちゃんだったら、
泣き叫んでしまうく
らいつらいだろうな
と思ったから。

一場面だけ取
り上げて、心
が「ずきん」
と響いた理由
を書いてい
る。

他の場面と比
べてみるよう
助言する。

精
査
・
解
釈

イメージカラー
の理由につい
て、二つの場面
を結びつけて述
べている。

（それぞれ選んだ本
の）
（叙述）の色だか
ら、（　）色。

イメージカラーの
理由について、三
つ以上の場面を結
びつけて述べてい
る。

（それぞれ選んだ本
の）
（叙述）の色で（自
分の思い）だから、
（　）色。

自分が好きな
イメージカ
ラーを決めて
いる。

叙述をもとに
するよう、思
いを聞き取り
ながら、一緒
に読む。

考
え
の
形
成

二つの場面をと
りあげて、心が
「ずきん」　と
響いた理由を書
いている。

省略

三つ以上の場面を
とりあげ、自分の
生活と比較した文
言を入れて、心が
「ずきん」と響い
た理由を書いてい
る。

省略

一場面だけ取
り上げて、心
が「ずきん」
と響いた理由
を書いてい
る。

他の場面と比
べてみるよう
助言する。

共
有

自分がずきんと
心に響いた叙述
を、友だちと同
じか違うかを考
えながら、紹介
し合っている。

私は、ちいちゃんが
ひとりぼっちになっ
たところを友だちに
紹介したら、〇〇さ
んも一緒だった。

「ずきんカード」
を見せながら、心
に響いた叙述を紹
介し合い、考えを
広げている。

私は、ちいちゃんが
死んでしまったとこ
ろを選んだが、〇〇
さんはちいちゃんが
お母さんとはぐれて
一人ぼっちになって
しまったところを選
んでいた。それを聞
いて、私も戦争中一
人ぼっちになったら
本当に恐ろしいだろ
うなあと思った。

自分がずきん
と心に響いた
叙述を、紹介
している。

自分の考えと
友だちの考え
が同じか違う
のかをメモさ
せる。

6

7

8

・「ずきんカード」をつくるた
め自分の選んだ本を読み、想像
した情景を色で表す。

【知識・技能、読む能力】
・ワークシート
（決めた色とその理由）
（ふり返り）

・自分が選んだ本を読み、ずき
んと心に響く叙述をみつけ、そ
の理由を書く。

【知識・技能、読む能力】
・「ずきんカード」（記
述）

・自分がずきんと心に響いた叙
述を紹介し合う。

【知識・技能、読む能力】
・ふり返り

・モデルを見て、学習の課題を
つかむ。
・単元の見通しを持ち、学習計
画を立てる。

【主体的な学習態度】
・ふり返り

・戦争の恐ろしさを伝えるため
に、「ちいちゃんのかげおく
り」を読み、想像した情景を色
で表す。

【知識・技能、読む能力】
・ワークシート
（決めた色とその理由）
（ふり返り）

・「ちいちゃんのかげおくり」
を読み、ずきんと心に響き叙述
をみつけ、その理由を書く。

・自分がずきんと心に響いたこ
とを紹介し合う。

【知識・技能、読む能力】
・「ずきんカード」（記
述）

時間
学習
過程

学習活動
評価事例

評価資料
【観点】

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・戦争当時の様子
やそこに生きた
人々の気持ちを想
像しながら読むこ
と。

・　言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがある
ことに気づき、相手によく伝
わるように言葉を選んで紹介
している。　　　（（１）
ア）

・心にずきんと響く叙述を紹介するため、場面の移り変わりや
登
場人物の気持ちの変化を想像して読んでいる。
（エ）

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを書いて
いる。
（オ）

・心に響く叙述を紹介するため、本を繰り返し読むなど
して作品を味わったり、心に響く理由を紹介し合ったり
しようとしている。

必要な読むことの能力
・場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。
・文章の内容と自分の体験とを結びつけて、感想をもつこと。

単元名 ・心が「ずきん！」としたところを紹介しよう。

教材 ・「ちいちゃんのかげおくり」（光村図書３下）

何を学ぶか

（教材の特性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能

（伝・国）
２　思考力・判断力・表現力等

（読む）

３　主体的な学習態度

（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・物語を読み、感じたり考えたりしたことを伝え合う活動

読むこと 小学校　第【３】学年

重点指導事項
（新学習指導要

領）

・エ　登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて、具体的に想像すること。
・オ　文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。

・（１）ア　言葉には、考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。

学習への見通しをもち、意欲的に取り組もうとしている。



 

 

 

 

 

 

【思考力
　判断力

　　表現力】

【知識・技能】

・生き物に関する本
や文章を様々に読
み、驚きや感動、感
想などを伝え合う。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1 見通し

2

構造と
内容の
把握

・クイズと答えについて、叙述
を基に捉えている。付箋の色分
けや記述が６割以上妥当。

・「もんしろちょうは何を手がかりにして
花を見つけるのでしょうか。」「花の色で
す」　　　　　　　　　　　　実験や実験
結果についての付箋の色分けや記述が６割
以上妥当。

・クイズと答えについて、段
落相互の関係に着目しなが
ら、叙述を基に捉えている。
付箋の色分けや記述が8割以上
妥当。

・「もんしろちょうは何を手がか
りにして花を見つけるのでしょう
か。」「花のにおいでもなく、形
でもなく色です」
実験や実験結果についての付箋の
色分けや記述が8割以上妥当。

・付箋の色分けや記
述の妥当性が半分以
下である。

・文末表現や実験に関わる言
葉の置き換えなどを手がかり
に、捉えることができるよう
にする。

3

構造と
内容の
把握

・クイズの答えの解説につい
て、筆者の考えと繰り返しの実
験などの関係に着目しながら叙
述をもとにとらえている。６割
以上は妥当な叙述に付箋を貼ら
れている。

・黄色の色紙に～
・色紙を花だと～

・クイズの答えの解説につい
て、筆者の考えとそれぞれの
実験の意図や違いなど相互の
関係に着目しながら叙述をも
とにとらえている。
8割程度妥当な叙述に付箋を貼
られている。

・黄色の色紙に～
・色紙を花だと～
・においではなく葉のの色か形に
～
・色か、においか、～

・付箋の妥当性が半
分以下である。

・なぜそこに付箋を貼ったか
の理由を友だちと交流するこ
とにより、捉えられるように
する。

4

精査・
解釈

・クイズの答えの解説につい
て、中心となる語や文を見付け
ている。妥当性が６割程度。

・におい、形、色、みつをすおうしてい
る、色紙を花だと思って、

・クイズの答えの解説につい
て、答えの選択肢と複数の実
験結果に着目しながら、中心
となる語や文を見付けてい
る。妥当性が8割程度。

・におい、形、色、においのしな
いプラスチックの造花、花のかわ
りに四角い色紙、色紙を花だと
思って、

・妥当性が半分以下
である。

・前時の付箋やクイズの答
え、問題文を手がかりに言葉
を広げられるようにする。

5

精査・
解釈

・クイズの答えの解説につい
て、中心となる語や文をとらえ
て要約している。キーワードを
６割程度使い、主述の関係が
はっきりしている。決められた
字数内でまとめている。

・においのしない造花で実験して花の色か
形とわかりました。次に色紙で実験して色
を手がかりに花を見つけることがわかりま
した。だから答えは色で判断しているとい
うことになります。

・クイズの答えの解説につい
て、答えの選択肢と複数の実
験結果に着目しながら中心と
なる語や文をとらえて要約し
ている。キーワードを8割程度
使い、主述の関係がはっきり
している。決められた字数内
でまとめている。

・においがしない造花を用意した
ときにもんしろちょうが集まって
きたのでにおいではないことがわ
かりました。次に色紙を用意して
それでも集まってきたので形では
ないことがわかりました。だか
ら、もんしろちょうは花に色を手
がかりにしているのです。

・クイズの答えの解
説について、中心と
なる語や文が５割以
下でまとめている。
主述の関係がねじれ
た文でまとめてい
る。
決められた字数を超
えてまとめている。

・キーワードを並び替えなが
ら、まず短い文節を作らせて
いく。その後文節同士を並び
替えながら分になるように支
援していく。

6

考えの
形成

・生き物の不思議について理解
したことに基づいて、感想や考
えをまとめている。

・もんしろちょうが花の色を手がかりにし
てみつをすっていることにおどろいた。今
度もんしろちょうを見かけたときはよく見
てみたい。

・生き物の不思議について理
解したことや経験などを複数
の事柄を関連づけながら、感
想や考えをまとめている。

・もんしろちょうはにおいを手が
かりにしていると思ったけど色
だったので驚いた。色によって明
るく見えたり暗くみえたりするの
かもしれないと思った。

・生き物の不思議に
ついて理解したこと
以外を感想としてま
とめている。

・友だちの驚きや感動を聞い
たり、参考にさせたりしなが
ら伝えられるようにする。

7

構造と
内容の
把握

・クイズと答えについて、段落
相互の関係に着目しながら、叙
述を基に捉えている。付箋の色
分けや記述が６割以上妥当。

・「オナモミの実はどういうふうに遠いと
ころへ運ばれるのでしょう」「動物にくっ
ついて運ばれる」　　　　　　　　　付箋
の色分けや記述が６割以上妥当。

・クイズと答えについて、段
落相互の関係に着目しなが
ら、叙述を基に捉えている。
付箋の色分けや記述が8割以上
妥当。

・「オナモミの実はどういうふう
に遠いところへ運ばれるのでしょ
う」「動物にくっついて運ばれ
る」　　　　　　　　　　付箋の
色分けや記述が8割以上妥当。

・付箋の色分けや記
述の妥当性が半分以
下である。

・文末表現や実験に関わる言
葉の置き換えなどを手がかり
に、捉えることができるよう
にする。

9

精査・
解釈

・クイズの答えの解説につい
て、中心となる語や文を見付け
ている。妥当性が６割程度。

・オナモミの実
・鋭いとげがたくさん
・服の糸
・動物の毛にくっつく
・とげの先がかぎ針のように曲がっている
・たくさんのとげがたくさんの糸や毛とか
らまるオナモミの実をくっつけたまま歩く
・実はどこかで地面に落ちる

・クイズの答えの解説につい
て、答えの選択肢と複数の実
験結果に着目しながら、中心
となる語や文を見付けてい
る。妥当性が8割程度。

・オナモミの実
・鋭いとげがたくさん
・服の糸
・動物の毛にくっつく
・げの先がかぎ針のように曲がっ
ている
・たくさんのとげがたくさんの糸
や毛とからまるオナモミの実を
くっつけたまま歩く
・実はどこかで地面に落ちる

・妥当性が半分以下
である。

・クイズの内容を丁寧に読ん
でその答えにあたる言葉を探
すよう促す。

10

精査・
解釈

・クイズの答えの解説につい
て、中心となる語や文をとらえ
て要約している。キーワードを
６割程度使い、主述の関係が
はっきりしている。決められた
字数内でまとめている。

・オナモミの実にはとががあり、そのとげ
に秘密があります。その秘密とはかぎ針の
ように曲がっていることです。それが人間
の服や動物の毛にくっつき、運ばれて新た
なる実がなるのです。

・クイズの答えの解説につい
て、答えの選択肢と複数の実
験結果に着目しながら中心と
なる語や文をとらえて要約し
ている。キーワードを8割程度
使い、主述の関係がはっきり
している。決められた字数内
でまとめている。

・オナモミについている鋭いとげ
が動物の毛にからまりくっつきま
す。動物が歩くと絡まり合ってい
た毛がほどけてやがて実が地面に
落ち、動物も知らないうちにオナ
モミの実を遠くまで運んでいたの
です。

・クイズの答えの解
説について、中心と
なる語や文が５割以
下でまとめている。
主述の関係がねじれ
た文でまとめてい
る。
決められた字数を超
えてまとめている。

・キーワードを並び替えなが
ら、まず短い文節を作らせて
いく。その後文節同士を並び
替えながら分になるように支
援していく。

11

考えの
形成

・文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをまとめ
ている。

・最初オナモミの秘密を知ったときびっく
りしました。オナモミの実にすごい工夫が
あり、それで新たなるオナモミの実が誕生
するのがすごいなと思いました。オナモミ
の実を見付けたらいろんなところに運んで
あげたいです。

・文章を読んで理解したこと
や経験などを関連付けなが
ら、感想や考えをまとめてい
る。

・オナモミは動物に運んでもらう
ためにかぎ針みたいなとげをして
いるだけでなく、動物たちに食べ
られないようにたくさんのかぎ針
みたいな針を付けているのかもし
れません。オナモミを見付けたら
近くに動物がいないか探してみた
いです。

・文章を読んで理解
したこととは関係な
く、自分の体験を基
に感想や考えをまと
めている。

・友だちの驚きや感動を聞い
たり、参考にさせたりしなが
ら伝えられるようにする。

・オナモミの実には鋭いとげがたくさん付
いていて手で触るとちくちくします。オナ
モミの実は動物の毛にもくっつきます。と
げをよく見ると先がかぎ針のように曲がっ
ています。ここが服の糸や動物の毛にひっ
かかるのです。とげが一本だとすぐに落っ
こちてしまいますが、たくさんのとげがた
くさんの糸や毛とからまるのでオナモミの
実は簡単には落ちません。イノシシの親子
はオナモミの実をくっつけたまま歩いて行
きます。すると絡まり合っていたとげと毛
がだんだんほどけていきやがて実はどこか
で地面に落ちます。イノシシは自分でも知
らないうちにオナモミの実を遠くまで運ん
でいたのです。

・クイズの答えの解説につい
て、筆者の考えとそれぞれの
実験や観察の意図や違いなど
相互の関係に着目しながら叙
述をもとにとらえている。8割
程度妥当な叙述に付箋を貼ら
れている。

・オナモミの実は動物の毛にも
くっつきます。とげをよく見ると
先がかぎ針のように曲がっていま
す。ここが服の糸や動物の毛に
ひっかかるのです。イノシシの親
子はオナモミの実をくっつけたま
ま歩いて行きます。すると絡まり
合っていたとげと毛がだんだんほ
どけていきやがて実はどこかで地
面に落ちます。イノシシは自分で
も知らないうちにオナモミの実を
遠くまで運んでいたのです。

・付箋の色分けや記
述の妥当性が半分以
下である。

・なぜそこに付箋を貼ったか
の理由を友だちと交流するこ
とにより、捉えられるように
する。

8

構造と
内容の
把握

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、クイズの答
えの解説になりそうな叙述
（黄付箋）をみつける。

・クイズの答えの解説になり
そうな叙述を捉えている。
（付箋、振り返り）

・クイズの答えの解説につい
て、筆者の考えと繰り返しの実
験や観察などの関係に着目しな
がら叙述をもとにとらえてい
る。６割程度妥当な叙述に付箋
を貼られている。

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、前時の付箋
や書き込みをした全文シート
をもとに、答えの解説をまと
めてきたものを友だちと見合
い、修正する。

・クイズの答えの解説を要約
している。
(クイズの扉、振り返り)

・不思議クイズの解説を調べ
る中で、 思ったことや考えた
ことをまとめる。

・文章を読んで感想や考えを
まとめている。
(クイズの扉、振り返り)

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、自分が選ん
だ本で、クイズ・答えになる
ところを見つける。

・クイズと答えになる得る叙
述を捉えている。
（付箋、振り返り）
※実験や観察、結果や筆者の
考えなど付箋の色分け

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、前時にみつ
けた解説になりそうな叙述を
もとに、絶対に外せないキー
ワードを見つける。（ピ付
箋）

・クイズの答えの解説に必要
な語や文を見付けている。
(付箋、全文シート、振り返
り)

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、前時にみつ
けた解説になりそうな叙述を
もとに、解説に必要なキー
ワードを見つける。（ピ付
箋）

・クイズの答えの解説に必要
な語や文を見付けている。
(付箋、全文シート、振り返
り)

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、前時の付箋
や書き込みをした全文シート
をもとに、答えの解説をまと
めてきたものを友だちと見合
い、修正する。

・クイズの答えの解説を要約
している。
(クイズの扉、振り返り)

・不思議クイズの解説を調べ
る中で、思ったことや考えた
ことをまとめる。

・文章を読んで、感想や考え
をまとめている。
(クイズの扉、振り返り)

・学習の目的や内容などの見
通しを立てる。

【主体的な学習態度】

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、「花を見つ
ける手がかり」を読み、クイ
ズ・答えになるところを見つ
ける。

・クイズと答えになる得る叙
述を捉えている。
（付箋、振り返り）
※実験や結果、筆者の考えな
ど付箋の色分け

・生き物の不思議をクイズで
知らせるために、クイズの答
えの解説になりそうな叙述
（黄付箋）をみつける。

・クイズの答えの解説になり
そうな叙述を捉えて付箋を
貼っている。（付箋、振り返
り）

時間 学習過程 学習活動
評価事例

評価資料 おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・文章を段落相互の関
係を捉えながら読み、
目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
て要約すること。

・主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指示する語
句と接続する語句の役割、段落の役割について理解してい
る。
　
（（１）カ）
・考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解している。
（（２）ア）

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得るこ
とに役立つことに気付いている。
（（３）オ）

・段落相互の関係に着目しながら、筆者の考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、
叙述を基に捉えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ア）
・生き物の不思議についてクイズを作るために、教科書や図鑑の文章から中心となる語や文を見付
けて要約している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウ）
・文章を読んで理解したことに基づいて、クイズやその答えを作るために感想や考えをもってい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オ）

・生き物の不思議や驚きをクイズにして伝えるため
に、進んで本を読み必要な情報を得たり、活用しよ
うとしたりしている。

必要な読むことの能力 ・文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。

単元名 ・クイズのとびらで生き物の不思議をおうちに人に紹介しよう

教材 ・「花を見つける手がかり」　・「科学のアルバムシリーズ」他

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・記録や報告などの文章を読み、分かったことや感動したことなどを述べる活動

読むこと 小学校　第【４】学年

重点指導事項
（新学習指導要領）

ア　段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉えること。
ウ　目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。
オ　文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。

（１）カ　主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の役割、段落の役割について理解すること。
（２）ア　考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。
（３）オ　幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。

家庭学習として、実験にはピンクの付箋、実験結果には青い付箋を貼りながら読んでくるようにする。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・物語の大好きなところを紹介するため
に、「こんなストリーです」「お気に入
りの場面」「登場人物のここに共感」な
どの観点に沿って読み、考えたことや感
じたことを叙述を根拠にまとめる。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

第
一
次

②

学
習
の
見
通
し

「おすすめの場
面」とその理由
について、前場
面や後場面から
のつながりを意
識して書かれて
いる。

（第５場面を選んだ理
由）

兵十と加助の後をつけ
てずっと待っていたの
に、ごんの話はしない
で、くりやまつたけを
届けてくれたのは神様
だと兵十が信じてし
まったことがわかり、
ごんはとてもがっかり
した。その気持ちがよ
くわかるからです。

「おすすめの場
面」とその理由に
ついて、兵十の母
親の死（第２場
面）、いわしやに
ひどい目に合わさ
れた兵十（第３場
面）、くりや松た
けを届けたのは神
様だと信じた兵十
（第４場面）と、
複数の出来事のつ
ながりを意識して
書かれている。

（第５場面を選んだ理
由）
・自分のせいで、兵十の
おっかあにうなぎを食べ
させてあげられなかった
ばかりか、兵十はいわし
やにひどい目にあわされ
てしまったので、ごん
は、つぐないに松たけや
くりを届けていた。それ
なのに、兵十は神様が届
けていると信じてしま
い、ごんがどれほどがっ
かりしたか、その気持ち
の落ち込みようがとても
よく想像できる場面だか
らです。

・「おすすめの
場面」とその理
由について、自
分の選んだ場面
からのみ書いて
いる。

・ごんの「おれは
引き合わないな
あ。」という言葉
は、どのような出
来事から生まれた
ものかなど、前の
場面を読み直すよ
う促す。

ごんの性格や気
持ちの変化につ
いて、場面の移
り変わりと結び
付けながら、想
像したことを理
由にまとめてい
る。（2つ以上
の叙述から根拠
を持ってくる）

「ごんは、さみしがり
やで誰かと仲良くなり
たいきつねです。」誰
かと遊びたくなるか
ら、いたずばかりする
のだと思います。兵十
に「次の日も、その次
の日も」くりを持って
いくのは、本当は仲良
くなりたいからだと思
います。

ごんの性格や気持
ちの変化につい
て、場面の移り変
わりと結び付けな
がら、想像したこ
とを理由にまとめ
ている。（３つ以
上の叙述から根拠
を持ってくる）

「ごんは、さみしがりや
で人なつっこいきつねで
す。」いたずらばかりし
ていたのは、ほら穴でひ
とりぼっちでいると誰か
と遊びたくなるからで
しょう。最初はいわしを
投げ込んだけど、次には
物置の入り口そっと置く
→かげをふみふみ→うち
のうら口　とどんどんご
んの兵十に対する距離が
縮まっていったので、人
なつっこいんだと思いま
した。

ごんの性格や気
持ちの変化につ
いて、叙述をも
とに想像したこ
とを理由にまと
めているが、1
場面のみが根拠
になっている。

複数の場面や叙述
から、理由が書け
るようにうなが
す。

新聞に取り上げ
た内容やその解
釈について、自
分と友だちの考
えの違いに気付
いている。

おすすめの一文は、○
○さんと一緒だったけ
ど、その理由は全然
違っていたのでびっく
りした。

新聞に取り上げた
内容やその解釈に
ついて、自分と友
だちの考えの違い
に気付き、そこか
ら新たに考えたこ
とを表現してい
る。

おすすめの一文は、○○
さんと一緒だったけど、
その理由は私とちがって
いた。「青いけむり」が
兵十だけでなく、ごんの
気持ちを表しているとい
うのは、なるほどと感じ
た。

友だちと自分の
考えの共通点と
相違点が明確で
ない記述

「同じ」か「似て
いる」か「ちが
う」かふりかえり
のを記述で意識す
るよう促す。

第
三
次

③

選んだ一文だけで
なく、他の場面や
他の叙述と結びつ
くところがないか
を読み返すように
うながす。

独りぼっちの子ぎつねご
んは、兵十のウナギにい
たずらをしたことが
（１）、母親の死につな
がったと後悔した
（２）。独りぼっちの兵
十につぐないを始めるご
ん（３）ごんのつぐない
は神様のしわざだという
加助と兵十の会話を聞
き、「引き合わないな
あ」と思うごん（４５）
であったが、それでも次
の日くりを持っていく。
そして、兵十から火縄銃
で撃たれてしまう。兵十
は初めて、くりやらを
持ってきてくれていたの
はごんだったと気づいた
のだ（６）。

あらすじの記述
が長すぎる。ま
たは場面ごとの
付箋をつながず
に書いている。

文章中から言葉を
一緒に読みながら
捉えさせるように
する。

「青いけむりが、まだつ
つ口から細く出ていまし
た。」衝撃のラストシー
ンです。「ごん、おまい
だったのか、いつも、く
りをくれたのは。」とい
う言葉から、兵十がごん
のつぐないにやっと気づ
き、同時に火縄銃をばた
りと落とした後悔の気持
ちが青いけむりに表現さ
れていると思ったからで
す。一方でごんは、ぐっ
たりと目をつぶったま
ま、うなずきました。と
いうごんの「やっとわ
かってもらえた」という
喜びもこの青いけむりに
表れていると思います。

理由について、
叙述をもとに書
けていない。

登場人物や、場面
の展開など付箋を
使ってキーワード
を捉え、話の筋が
通るようにあらす
じを説明してい
る。
※チョイスが適切

○記事を台紙に貼り付け読書新聞を
作る。
　・読書新聞を読み合い、感じたこ
とや考えたことを
　伝えあう。

交流時の観察（発
言）
ふりかえりの記述

■きつねが登場する本の読書新聞を
作る。
○自分の好きな物語を選び、新聞の
割付を考える。
○物語を繰り返し読みながら、新聞
記事を書く。
○読書新聞を読み合い、感想を述べ
合う。

■教材文「ごんぎつね」を読み、読
書新聞を作る。
○読書新聞で説明したいことを確か
めながら、「ごんぎつね」を読み、
場面の様子や登場人物など内容の大
体を捉える。
　　・あらすじ＜『こんなストー
リーです』＞

ノート記述
付箋を使った説明

・登場人物や、
場面の展開など
付箋を使って
キーワードを捉
え、大まかにあ
らすじを説明し
ている。

ごんはたいくつだった
ので、兵十のウナギに
いたずらをした
（１）。その後兵十の
家の葬式を見て、母親
が死んだことを知り、
自分のいたずらのせい
だと後悔した（２）。
独りぼっちの兵十に、
イワシをあげるが、そ
のことで兵十に迷惑を
かけてしまう。さらに
つぐないを続けるごん
（３）。ある夜、兵十
と加助の会話を聞いて
いたごんは、「つぐな
いは神様のしわざだ」
という話を聞いて、
「おれは引き合わない
なあ」と思った（４
５）。でもそのあくる
日にくりを持ってい
く。そして、兵十から
火縄銃で撃たれてしま
う（６）

 ○読書新聞で説明したいことを確か
めながら、「ごんぎつね」を読み、
好きな一文とその理由をはっきりさ
せる。
　 ・情景描写　＜『ここがおすす
め・様子がわかる表現』＞

ワークシート
（好きな一文）
（その理由）

「ごんぎつね」
の好きな一文を
中心に、登場人
物の言動や場面
の移り変わりと
結び付けなが
ら、想像したこ
とを理由にまと
めている。（2
つ以上の叙述か
ら根拠を持って
くる）

「青いけむりが、まだ
つつ口から細く出てい
ました。」衝撃のラス
トシーンです。「ご
ん、おまいだったの
か、いつも、くりをく
れたのは。」という言
葉から、兵十のくりを
持ってきたのがごんで
あるということにやっ
と気づき、火縄銃をば
たりと落とした後悔の
気持ちが青いけむりに
表現されていると思っ
たからです。

「ごんぎつね」の
好きな一文を中心
に、登場人物の場
面の移り変わりと
結び付けながら、
想像したことを理
由にまとめてい
る。（３つ以上の
叙述から根拠を
持ってくる）

○教師自作の読書新聞のモデルの紹
介を聞き、自分のお気に入りの物語
を読書新聞で紹介しようという単元
の学習目標を持ち、学習計画を立て
る。（きつねが主人公である物語を
集めて、並行読書していく。）

【主体的な学習態
度】

第
二
次

④

精
査
・
解
釈
・
考
え
の
形
成
・
共
有

○読書新聞で説明したいことを確か
めながら、「ごんぎつね」を読み、
おすすめの場面とその理由をはっき
りさせる。
　・おすすめの場面（場面が大きく
変わる瞬間）＜『ここがおすすめ・
場面紹介』＞

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート（お
すすめの場面の理由
の記述）

 ○読書新聞で説明したいことを確か
めながら、「ごんぎつね」を読み、
登場人物の性格や気持ちの移り変わ
りを紹介する。
　 ・主な登場人物の性格・気持ちの
変化
　　　　　　　　＜『ここがおすす
め・主人公紹介』＞

ワークシート
（ごんの性格や気持
ち）
（その理由）

構
造
と
内
容
の
把
握

時間

学
習
過
程

学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・場面の移り変
わりと結び付け
て、登場人物の
気持ちの変化や
性格を想像する
こと。

・様子や行動、気持ちや

性格を表す語句に気を付

けている。

・語彙を増やしている。

（（１）オ）

・物語を読んで、山場を中心に場面の移り変わりに着目しながら、登場

人物の気持ちの変化や性格を想像している。　　　　　　　　　（エ）

・同じ文章を読んでも、読む人によって感じ方や考え方に違いがあるこ

とに気付いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（オ）（カ）

・文章を読んで、感じたことや考えたことを他者と伝え合おうとしてい

る。

・関連図書をさらに読もうとしている。

必要な読むことの能力 ・目的に応じて、文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。

単元名 ・読書新聞でお気に入りの物語を説明しよう

教材 ・「ごんぎつね」（光村図書４下）・・きつねが主人公として登場する物語文

何を学ぶか

（教材の特

性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能

（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等

（読む）

３　主体的な学習態度

（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・物語を読んで、内容を説明したり、考えたりしたことなどを伝え合ったりする活動

読むこと 小学校　第【４】学年

重点指導事項
（新学習指導

要領）

・エ　登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結びつけて具体的に想像すること。

・オ　文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。

・カ　文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこと。

・（１）オ　様子や行動、気持ちや性格を表す語句を捉え、語彙を豊かにすること。

・モデルから、物語を読むことや読書新聞を作って説明することに関心を持ち学習計画を立てようとしている。

省略



 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・メディアとの関わり方に
ついて、他者の考えが述べ
られている文章を読み、そ
こから得た情報や友だちと
の交流を基に、自分の考え
をまとめる。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

学
習
の
見
通
し
を
も
つ

・メディアと
の関わり方に
興味を持って
考えようとし
ている。
前時までの学
習やこれまで
の学習経験を
生かして目的
に応じた学習
計画を立てよ
うと意欲的に
話し合ってい
る。

・テレビは面白い
けど、時々言葉使
いが気になる時が
ある。テレビを観
るときどんなこと
に気をつけたらい
いかな。

・自分の情報の受け
取り方を振り返り、
メディアとの関わり
方に興味を持って考
えようとしている。
前時までの学習やこ
れまでの学習経験を
生かして目的に応じ
た学習計画を立てよ
うと意欲的に話し
合っている。

・メディアとの関わり方
について提案するため
に、複数の本や文章を主
体的に読み、読書や交流
を通して自分の考えを深
めようとしている。

・これまでの自分
の生活の中にどの
ようなメディアが
あったか、メディ
アそのものを思い
付くままに並べて
いる。

・これまでの自分の生
活の中でのディアとの
関わりについて振り返
らせる。

２

構
造
と
内
容
の
把
握

・筆者のメ
ディアとの関
わり方に対す
る考えをとら
え、事例と筆
者の主張をと
らえている。

・主張は「情報を
受け取るときは努
力が必要だ。その
ために４つのス
イッチがある。」
事例は３つある。

・筆者のメディアと
の関わり方に対する
考えとそれを支える
根拠を整理してとら
えている。

・情報を受け取るときは
努力が必要だ。（事例
１、２）そのために４つ
のスイッチがある。（事
例3）自分の想像力で壁
を破り、大きなものを眺
めて判断しよう。

・筆者の考えが述
べられている段落
はどこか見付けて
いる。

・「想像力のスイッ
チ」「メディア」「情
報を受け取る側」「4
つのスイッチ」と言う
キーワードを使って、
要旨をとらえるよう助
言する。

３
４

精
査
・
解
釈

・筆者のメ
ディアとの関
わり方に対す
る考えに対し
て、自分のこ
れまでの関わ
り方をふり
返ったうえで
メディアとの
関わりについ
て自分の考え
をまとめてい
る。

・筆者が「事実か
な。印象かな」と
いうところがなる
ほどだと思った。
自分はこれまで、
一つ一つの言葉に
ついて、事実かそ
うでないかなんて
考えたことはな
かった。すぐに信
じてしまっていた
と思う。

・筆者のメディアと
の関わり方に対する
考えに対して、自分
のこれまでの関わり
方をふり返ったうえ
で、メディアとの関
わりについて、改善
点も加えて自分の考
えをまとめている。

・筆者がいう「想像力の
スイッチ」と言う言葉は
わかりやすい。テレビや
新聞のニュースは絶対正
しいと思っていたけど、
新聞の比べ読みをした時
のように、同じ事実でも
見方が変わると伝え方が
違った。「他の見方もな
いかな」の視点は大切だ
と思う。

・筆者のメディア
との関わり方に対
する考えを受容し
ている。

・筆者の言う「4つの
スイッチ」のどれに一
番共感するか、その理
由はなぜかを自分の考
えを示すよう助言す
る。

５
６

精
査
・
解
釈

・複数の文章
を読み、自分
の意見を構築
するために必
要な文章を選
んでいる。

・「テレビでバラ
エティー番組を観
る時は、言葉の使
い方をそのまま真
似しない」という
考えを支えるため
に、「①バラエ
ティー番組の強み
と弱み」「②実際
に起きた影響」の
2つを事例として
取り上げる。

・複数の文章を読
み、自分の意見を構
築するために自分の
経験と関連付けなが
ら必要な文章を選ん
でいる。

・「インターネットを使
う時は、3つ以上のサイ
トを確認する。」という
考えを支えるために、総
合的な学習の時間にイン
ターネットを活用したと
きの経験を踏まえ、「①
フェイクニュースを信じ
たデータ」「②若者の実
験結果」「③フェイク
ニュースで起きた影響」
の３つを事例として取り
上げる。

・選んだ本を最初
から通して全文を
読もうとしてい
て、必要な情報に
たどり着くまでに
時間がかかる。

・一人一人の考えにつ
ながるような情報を一
覧表にまとめておく。
その内容と本の目次や
索引を結びつけて、必
要なページにたどり着
けるように支援する。

7

考
え
の
形
成
・
共
有

・自分の考え
を支える事例
について、そ
の効果を説明
したり、友達
の考えと比べ
たりして、よ
り説得力を持
たせる事例を
判断してい
る。（2つ以上
の事例から）

・自分の考えに説
得力をもたせるた
めには、①と②の
事例を取り上げた
い。友だちの意見
を聞いて、②の事
例はもっと短くわ
かりやすく整理し
たい。

・自分の考えを支え
る事例について、そ
の効果を説明した
り、友達の考えと比
べたりして、より説
得力を持たせる事例
を判断している。
（３つ以上の事例か
ら）

・自分の考えに説得力を
持たせるためには、①と
②の事例を取り上げた
い。①は数字が多くわか
りにくいので、表にして
整理したい。他者に自分
の考えを説明する場合、
文章だけでなく表や図な
どを効果的に使うことも
考えていきたい。

・事例を一つ取り
上げて、あるい
は、事例のないま
ま自分の考えを述
べている。

・主張（考え）と事例
の関係を整理したヒン
トカードを提示する。

・「今の自分たちに必要なメ
ディアとの関わり方」は何か
考えを広げるために、本や文
章を選んで読み、情報を集め
る。

・情報カード（今現
在の自分の考えとそ
の理由を書いたも
の）
事例メモ

・自分の考えとその根拠にな
る事例を交流しあい、どの事
例がより説得力を持たせるの
かを考える。

・ワークシート
交流の様子
ふりかえり

・自分の情報の受け取り方を
振り返って、メディアとの関
わり方に興味を持つ。
「メディアとの上手な付き合
い方」を考えるための学習計
画を立てる。（テレビ・新
聞・インターネット・ラジ
オ）

・ふりかえりの記述

・「想像力のスイッチを入れ
よう」を読み、筆者のメディ
アについての考えやその根拠
となる事例をとらえる。

・ノート記録

・「想像力のスイッチを入れ
よう」を読み、筆者の考えか
ら感じたことや感想を交流
し、自分の考えをまとめる。

・ノート記録
交流のふり返り

時間
学
習
過

学習活動
評価事例

評価資料
【観点】

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・目的に応
じて、文章
の中から必
要な情報を
取捨選択し
たり、整理
したり、再
構成したり
すること。

・文や文章にはいろいろ
な構成があることに気付
いている。（（１）カ）
・読書が、自分の考えを
広げることに役立つこと
に気付いている。
　　　　　（（３）オ）

・課題の解決や自分の考えの形成のために、多様な読み方を活用
して本や文章を読んでいる。　　　　　　　　　　　　　（エ）
・本や文章を読んで得た情報から自分の考えをまとめ、交流し、
自分と友だちとの考え方の共通点や相違点を明らかにしながら、
自分の考えを広げている。　　　　　　　　　　　　　　（オ）

・メディアとの関わり方について提案するために、複数の本や文章を主体的に
読み、読書や交流を通して自分の考えを深めようとしている。

必要な読むことの能力
（中心となる既習事項）

・文章に説得力を持たせる資料を選ぶために効果的に情報収集ができるように「摘読」「速読」「精読」などを理解すること。
・事実と感想、意見などとの関係を叙述をもとに押さえ、文章全体の構成をとらえ要旨を把握すること。

単元名 ・読んで集めてまとめよう　「わたしたちのメディアとの関わり方」

教材 ・「想像力のスイッチを入れよう」（光村図書５年）　・他　メディアに関する複数の本

何を学ぶか
（教材の特

性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・課題解決のために意見を述べた文章や解説の文章などを利用して、考えたことを文章にまとめる活動

読むこと 小学校　第【５】学年

重点指導事
項
（新学習指
導要領）

・ウ　目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして、必要な情報を見つけたり、論の進め方について考えたりすること。
・オ　文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えをまとめること。

・（１）カ　文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の種類とその特徴について理解すること。
・（３）オ　日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと。



 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・「自分が選んだ椋鳩十作品
を『本の帯』にして中学生に
推薦する」ために、登場人物
の心情を表す表現や相互関係
について、優れた叙述を手が
かりにしたり、友だちとの読
みの交流を参考にしたりする
などして、自分の考えを明確
にしながら読む。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

第
一
次

１

学
習
の
見
通
し
を
も
つ

・教師モデルか
ら本の帯に何を
書けば、その本
が手に取っても
らえるのかを考
え、「本推薦を
する」ために必
要な学習を考え
ようとしてい
る。

・本の帯は作ったことがな
いけど、計画した手順をふ
めば、できると思う。「片
耳の大鹿」の本の帯を作っ
てみたい。

・教師モデルや本物の帯
を参考に「本を推薦をす
る」ために必要な学習を
考えようとしている。

・実物の本の帯には、
本を手に取ってもらう
ためのいろいろな仕組
みがあるんだな。本の
帯には、本をしっかり
読んでその魅力を伝え
ないといけないな。

・「本の帯」を
作ることに、不
安を抱いてい
る。

・教師モデルを示
しながら、学習の
進め方を確認す
る。

第
二
次

２

構
造
と
内
容
の
把
握

・大造じいさん
と残雪の関係と
その関係性の変
化を感じる場面
に触れて、あら
すじを短くまと
めている。

・大造じいさんは、がんを
仕留めようと様々な作戦を
試みるが、頭領の残雪にし
てやられてしまう。3年
目、大造じいさんはとって
おきの作戦に取りかか
る・・・。

・大造じいさんと残雪の
関係性の変化に気づき、
さらにどう発展していく
のか期待させるようなあ
らすじに短くまとめてい
る。

・大造じいさんは、が
んを仕留めようとする
が、いつも頭領の残雪
にやられてしまい、い
まいましく思ってい
た。満を持して３年目
の戦いに臨んだ大造じ
いさんの前で残雪が起
こした行動と
は・・・。そして大造
じいさんは残雪をやっ
つけることができるの
か・・・。

・「本の帯」を
意識せずにあら
すじを書いてい
る。

・大造じいさんと
残雪の関係が変わ
るところはどこか
を考えさせ、その
前を少ない字数で
まとめるよう声か
けする。

精
査
・
解
釈

・両者の関係
を、場面ごとに
キーワードを
使ってわかりや
すく整理してい
る。

・（望ましいキーワード）
１いまいましく。たかが
鳥。「ううむ。」感嘆の
声。「大した知恵を持って
いる。２会心の笑み。一発
うちこんで。してやられ
た。「ううん。」うなっ
た。３、うまくいくぞ。わ
くわく。強く心を打たれて
ただの鳥に対している気が
しなかった。４晴れ晴れ
と。堂々と戦おう。

・場面の変化や登場人物
の心情の動きに着目し
て、両者の関係を、物語
の前半と後半に分けて、
記号やキーワードを使っ
て、わかりやすく整理し
ている。

・（望ましいキーワー
ド、前半と後半で使い
分ける。）１いまいま
しく。たかが鳥。「う
うむ。」感嘆の声。
「大した知恵を持って
いる。２会心の笑み。
一発うちこんで。して
やられた。「うう
ん。」うなった。３、
うまくいくぞ。わくわ
く。強く心を打たれて
ただの鳥に対している
気がしなかった。４晴
れ晴れと。堂々と戦お
う。

・登場人物の関
係を図で表す際
に、記号だけを
使って表してい
る。

・記号の意味や、
キーワードの書き
込み例を示す。

精
査
・
解
釈

大造じいさんの
心情を①行動描
写、②心情描
写、③情景描写
に分けてライン
を引いている。
また、その時の
心情を書き込ん
でいる。

（情景描写引用）
というところには、大造じ
いさんの「今日こそはしと
めてやるぞ」と言う心情が
表れている。

大造じいさんの心情を①
行動描写、②心情描写、
③情景描写に分けてライ
ンを引いている。また、
その時の心情と自分自身
の感想や考えを書き込ん
でいる。

（情景描写引用）
というところには、大
造じいさんの「今日こ
そはしとめてやるぞ」
と言う心情が表れてい
る。これまでの残雪と
の攻防にけりをつけよ
うという大造じいさん
の意気込みが伝わって
くる表現でとても好き
なところだ。

・①行動描写、
②心情描写、③
情景描写の区別
がなく、大造じ
いさんの心情が
表れている叙述
に線を引いてい
る

・行動描写、心情
描写、情景描写の
違いが分かる例を
示す。

考
え
の
形
成
　
共
有

・情景描写の中
から、本の帯に
載せたいお気に
入りの文を選
び、なぜそれを
選んだか、叙述
をもとに理由を
まとめている。

・「あかつきの光が～」を
選んだ。理由は、大造じい
さんのいよいよ「戦闘開始
だ」という気持ちがこの情
景に結びついていると思っ
たから。

・情景描写の中から、本
の帯に載せたいお気に入
りの文を選び、なぜそれ
を選んだか、特にその叙
述の言葉や助詞など細か
い部分にも目を向けて理
由をまとめている。

・「東の空が真っ赤に
燃えて」を選んだ。三
回目の勝負の朝。「燃
えて」は残雪との戦い
に心を燃やす大造じい
さんの心情が表れてい
る。「真っ赤に」は赤
よりももっと濃い色が
気持ちの強さを表して
いる。

・情景描写の中
から、本の帯に
載せたいお気に
入りの文を選ん
でいるが理由が
明確ではない。

・誰のどんな意見
が参考になったか
のヒントカードを
もとに、選んだ理
由が書けるよう促
す。

第
三
次

７
８

精
査
解
釈

考
え
の
形
成
　
共
有

・帯に取り上げ
るために、直接
的な心情描写や
行動描写だけで
なく、情景描写
など暗示的な表
現にも着目して
お気に入りの文
とその理由を選
んでいる。

・「片耳の大鹿」の○○の
情景描写は、猟師の吉助の
○○と言う気持ちを表して
いる。

・椋作品の特徴に気づい
たり、象徴性や暗示性の
高い表現などに目を向け
ている。

・「片耳の大鹿」は、
「大造じいさんとが
ん」とテーマが似てい
る。動物と人間を超え
たライバルという人物
関係が似ていると思
う。椋さんは、動物を
尊敬のまなざしで書い
ていることが多い。

・これまでの活
動をふり返り、
自分がおすすめ
したい本の帯を
書こうとしてい
る。

・「あらすじ」
「関係図」「お気
に入りの一文」な
どこれまでの学習
を想起させる。

①行動描写、②心情描写、③
情景描写から大造じいさんの
心情の変化を整理する。

教科書（ラインと
記号）
教科書への書き込
み

・情景描写から本の帯に載せ
たいお気に入りの文を選び、
その理由をまとめる。
交流を通して、自分のお気に
入りの理由について、さらに
考えを深める。

・ノート（選んだ
文とその理由）
付箋
ふりかえり・感想
交流時の発言

・おすすめの椋鳩十作品の本
の帯をつくって、全体で交流
しよう。

・ノート
ワークシート
ふりかえり

・椋鳩十の作品を読み、中学
生に本を推薦するための帯を
作るという学習計画を立て
る。

・発言、ふりかえ
り

・大造じいさんと残雪の関係
を中心に本の帯にふさわしい
あらすじをまとめる。

・ノート記述「本
の帯にのせるあら
すじ」
ふりかえりの記述

・大造じいさんと残雪のやり
とりに着目し、人物関係図を
考える。

・ワークシート
（関係図）

時間

学
習
過
程

学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・登場人物の
相互関係や心
情などについ
て、描写を基
に捉え,人物
像や物語の全
体像を具体的
に想像した
り、表現の効
果を考えたり
すること。

・文章中の語感や言葉の
使い方に対する感覚に関
心をもって、物語を読ん
でいる。

・帯で作品を推薦するために、登場人物の相互関係や物語の全体像、表現の効果などにつ
いて、描写を基に自分の考えをまとめながら読んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）（エ）
・帯で作品を推薦するために、自分のお気に入りの文やその理由を伝え合うことで、友だ
ちと自分との共通点や相違点を明らかにし、自分の考えを深めている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カ）

・おすすめの本の帯を作るために、椋鳩十作品を進んで読もうとしている。

必要な読むことの能力

・目的や必要に応じて文章の細かい点に注意しながら読み、文章を引用したり、要約したりすること。

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること。

・文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこと。

単元名 ・「本の帯をつくって、お気に入りの椋鳩十作品を中学生におすすめしよう」

教材 ・「大造じいさんとガン」（光村図書）　　　・その他　椋鳩十作品

何を学ぶか

（教材の特

性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能

（伝・国）
２　思考力・判断力・表現力等

（読む）

３　主体的な学習態度

（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・物語を読んで、内容を説明したり、自分の考えや感想を伝え合ったりする活動。

読むこと 小学校　第【５】学年

重点指導事項
（新学習指導

要領）

・イ　登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えること

・エ　人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること

・カ　文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること。

・（１）オ　語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語彙を豊かにすること。



 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・コメンテーターに
なって、『鳥獣戯画』
について解説するため
に、他の解説文や様々
な関連資料などを利用
する。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

第
一
次
①

見
通
し

精
査
・
解
釈

・高畑氏がとりあ
げた『鳥獣戯画』
の見所やすばらし
さを捉えて、付箋
に書いている。

・高畑氏がとりあ
げた見所やすばら
しさの8割以上を
付箋に書き出して
いる。

・高畑氏がとりあげ
た『鳥獣戯画』の見
所やすばらしさをす
べて捉えて、付箋に
書いている。

・高畑氏がとりあ
げた見所やすばら
しさの全てを付箋
に書き出してい
る。

・高畑氏がとりあ
げた見所やすばら
しさを付箋に数枚
書いている。

・例を示し、絵と
結びつけながら、
『鳥獣戯画』のす
ばらしさが他にも
ないか探すよう促
す。

精
査
・
解
釈

・高畑氏がとりあ
げた『鳥獣戯画』
の見所やすばらし
さを捉えて、付箋
に書いている。

・付箋を並び替
え、分類・整理し
ている。

・高畑氏がとりあげ
た『鳥獣戯画』の見
所やすばらしさを分
類整理し、視点を明
確にしている。

〇線
〇色
〇筆遣い
〇ストーリー
〇動き
〇表情　など

・高畑氏がとりあ
げた『鳥獣戯画』
の見所やすばらし
さについて、
「線」「色」につ
いては分類してい
る。

・例を示し、似た
ものをみつけさせ
る。

精
査
・
解
釈

・稲次氏の見方に
対する自分の考え
をまとめるため
に、稲次氏がとり
あげた『鳥獣戯
画』の見所やすば
らしさを捉えて読
んでいる。

・稲次氏がとりあ
げた見所やすばら
しさの8割以上を
付箋に書き出して
いる。

・稲次氏の見方に対
する自分の考えをま
とめるために、稲次
氏がとりあげた『鳥
獣戯画』の見所やす
ばらしさ全てを捉え
て読んでいる。

・稲次氏がとりあ
げた見所やすばら
しさの全てを付箋
に書き出してい
る。

・稲次氏がとりあ
げた見所やすばら
しさを付箋に数枚
書いている。

・高畑氏がとりあ
げた見所やすばら
しさを思い出させ
たり、、『鳥獣戯
画』のすばらしさ
が他にもないか探
すよう促したりす
る。

考
え
の
形
成

・両氏の見方に対
して、賛同か、つ
け加えか、ちがう
見方かなど自分の
考えをまとめ、自
分のコメントに取
り入れるものを選
んでいる。

表情
（自分の考え）
私も、三匹の応援
蛙のポーズと表情
がすばらしいと
思った。

・両氏の見方に対し
て、賛同か、つけ加
えか、ちがう見方か
などを複数の叙述を
もとにして、自分の
考えをまとめ、自分
のコメントに取り入
れるものを選んでい
る。

表情
（自分の考え）
私も、三匹の応援
蛙のポーズと表情
や、耳をかじられ
ている兎の表情が
すばらしいと思っ
た。さらに私は
「キャハハハハ。
すごいぞー」とい
う声がきこえてき
そうだと思った。

・自分のコメント
に取り入れるもの
を絵のみで選んで
いる。

・なるほどと思っ
た高畑氏の見方が
他にもないか教科
書を読んで探すよ
う促す。

考
え
の
形
成

・高畑氏と稲次氏
の見方をまとめた
表を利用しなが
ら、教科書の絵に
対するコメントを
まとめている。

・視点を３つ入れ
て、コメントをま
とめている。

・高畑氏と稲次氏の
見方をまとめた表を
利用しながら、教科
書の絵に対するコメ
ントを複数の叙述を
関連付けてまとめて
いる。

・視点を４つ以上
入れて、コメント
をまとめている。

・解説文に関係な
く、自分の見方だ
けで、コメントを
まとめている。

・高畑氏と稲次氏
の見方をまとめた
表を見せながら、
３つの視点を選ば
せ、コメントをま
とめさせる。

第
三
次
②

考
え
の
形
成

・自分の担当する
絵について、複数
の解説文などを利
用して、自分のコ
メントをまとめて
いる。

・視点を３つ入れ
て、コメントをま
とめている。

・自分の担当する絵
について、複数の解
説文などを利用し
て、自分のコメント
を複数の叙述を関連
付けてまとめてい
る。

・視点を４つ以上
入れて、コメント
をまとめている。

・解説文に関係な
く、自分の見方だ
けで、コメントを
まとめている。

・視点を確認し、
その中から３つ選
ばせ、コメントを
まとめさせる。

・解説文などを利用し、自分の
担当する絵のコメントをまとめ
る。

・ふりかえりをする。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート

・学習の課題をつかんで、単元
の見通しを持つ。

・学習計画を立てる。

【主体的な学習態
度】
・ノート、ふり返り

第
二
次
⑤

・自分のコメントに役立てるた
めに、高畑勲著「『鳥獣戯画』
を読む」を読み、高畑氏がとり
あげた『鳥獣戯画』の見所やす
ばらしさを書きだす。

【知識・技能、読む
能力】
・高畑氏がとりあげ
た見所やすばらしさ
を付箋に書き抜く。
（付箋）

・自分のコメントに役立てるた
めに、高畑氏がとりあげた『鳥
獣戯画』の見所やすばらしさを
分類・整理する。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート

・コメントに役立てるために、
稲次氏がとりあげた『鳥獣戯
画』の見所やすばらしさをまと
める。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート・付
箋

・高畑氏と稲次氏の解説を読ん
で、自分のコメントに取り入れ
るものを選ぶ。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート

・高畑氏と稲次氏の解説を読み
比べて利用しながら、教科書の
絵に対する自分のコメントをま
とめる。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート

時間

学
習
過
程

学習活動

評価事例

評価資料

【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・要旨をと
らえたり、
事実と感
想、意見な
どとの関係
を押さえ、
自分の考え
を明確にし
ながら読
む。

・　文章表現や助詞
の使い方など、語句
に着目して読み、語
句と語句との関係を
理解している。
　　（（１）オ）

・『鳥獣戯画』のコメントをするために、必要な内容を押
さえて要旨をとらえたり、事実と感想、意見などとの関係
を押さえ、自分の考えを明確にしながら読んでいる。
（ウ）（オ）
　

・『鳥獣戯画』の中から自分の選んだ場面のコメントをす
るために、『鳥獣戯画』についての解説文等を進んで読も
うとしている。

必要な読むことの能力 ・目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約すること。

単元名 ・絵画コメンテーターになって、ミニ「鳥獣戯画展」をひらこう。

教材 『鳥獣戯画』を読む（光村図書６）

何を学ぶか

（教材の特性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能

（伝・国）
２　思考力・判断力・表現力等

（読む）

３　主体的な学習態度

（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・複数の本や文章を活用して、調べたり考えたりしたことを基に解説する活動。

読むこと 小学校　第【６】学年

重点指導事項
（新学習指導要

領）

・ウより　目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること。
・オ　文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。

・（１）オ　思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにすること。

学習への見通しをもち、ミニ『鳥獣戯画』展に向けて、学習計画を立てている。



 

 

 

 

【思考力
　判断力

　　表現力】

【知識・技能】

・様々な本
を読み、考
えたことや
感じたこと
をもとに自
分の考えを
まとめ、複
数で話し合
い、自分の
考えを深め
る。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

学習の
見通し
を持つ

・自分の考えをど
の順でまとめて
いったらよいかを
考え、学習計画を
立てようとしてい
る。

・ＶＴRの座談会を見て、
命に関する記述に注意して
読んでいったらいいんだと
感じた。友だちと座談会で
語り合い、自分の意見を広
げたい。

・命について考える
読書座談会にむけ
て、どういう視点で
読むかに着目しなが
ら、学習計画を立て
ようとしている。

・これまでにやったことの
ある登場人物関係図やあら
すじをまとめる時に、命に
ついて意識してまとめた
い。教科書の「海の命」だ
けでなく、立松和平の他の
物語を早く読んでみたい。

・計画はうまく
立てられていな
いが、命につい
て考える読書座
談会に意欲的に
望もうとしてい
る。

・みんなで立てた
学習計画をもと
に、今後の見通し
をもてるように促
す。

2

3

構造と
内容の
把握

・命という言葉を
意識して登場人物
の相互関係を、太
一を中心に表して
いる。
・命を強く意識さ
せるような表現を
関係図に書き込ん
でいる。

・①海のめぐみ②千匹に一
匹でいい③村一番の漁師④
海に帰っていった⑤お父、
ここにおられたのですか⑥
この海の命だ
など、象徴性のある言葉や
メッセージを意識させる叙
述が関係図やあらすじに
入っている。

・命をキーワードに
登場人物の相互関係
をとらえ、物語の前
半と後半に分けるな
どして複数の関係図
などに表している。
・命を強く意識させ
るような表現を取り
入れながらあらすじ
をまとめている。
（キーワードの８割
以上）

・①海のめぐみ②千匹に一
匹でいい③村一番の漁師④
海に帰っていった⑤お父、
ここにおられたのですか⑥
この海の命だ
など、象徴性のある言葉や
メッセージを意識させる叙
述が関係図やあらすじに
入っている

・登場人物の相
互関係を関係図
に表したり、大
体のあらすじを
まとめている
が、命を感じさ
せるキーワード
が不足してい
る。（５割未
満）

・命を感じさせる
キーワードの見つ
け方を示す。

4

5

精査・
解釈

・一人の登場人物
に焦点をあて、言
動や人物相互の関
係を捉えて、心に
響いた場面を選ん
でいる。

・私は３場面です。
太一が、与吉じいさの「千
びきに一ぴき～」を受け継
いで「村一番の漁師」と認
められた場面だからです。
与吉じいさの教えを守った
からこそ、背の主を殺さな
かったし、村一番の漁師で
あり続けたと思います。

・複数の登場人物に
焦点をあて、言動
や、人物相互の関係
をとらえて、心に響
いた場面を選んでい
る。

・５場面です。
父の「海のめぐみ」、与吉
じいさの「千びきに一ぴき
～」に学んだ太一が、「母
の悲しみさえも」を受け、
「この大魚は海の命だ」と
思い殺さなかったからで
す。

・その場面を選
んだ理由とし
て、登場人物の
言動や、登場人
物の相互関係に
は触れず、出来
事だけを取り上
げている。

・命を感じさせる
キーワードとそれ
につながる人物と
の関係を確かめさ
せる。

6
考えの
形成

・「取り上げた場
面が一番心に響い
た理由」につい
て、一人の人物に
焦点をあてるとと
もに、「命」につ
いて考えさせられ
た表現を複数取り
入れて述べてい
る。

・私は特に２場面から「命
とは大切に使い、大切に思
い、無駄にしてはいけない
もの」と思ったから。与吉
じいさの「千びきに一ぴき
～」という考え方は、人間
のために命を差し出す魚へ
の深い感謝が感じられすご
いと思ったから。

・「取り上げた場面
が一番心に響いた理
由」について、複数
の人物に焦点を当て
るとともに、「命」
について考えさせら
れた表現を複数取り
入れて述べている。

・私は特に５場面から「命
とはつながって回っている
ものだ。」と思ったから。
与吉じいさの「千びきに一
ぴき～」に学んだ太一は、
「この大魚は海の命だ」と
思い殺さなかった(5場
面)。与吉じいさの「人間
の命の基になってくれる魚
の命を大切にする」という
教えを守り続け、村一番の
漁師であり続けたことがわ
かる最後の場面につながっ
ていく場面だから。

・「取り上げた
場面が一番心に
響いた理由」に
ついて、一つの
叙述のみを根拠
に理由を書いて
いる。

・選んだ場面とそ
の叙述だけでな
く、他の場面や他
の叙述と結び付く
ところがないかを
読み返すように促
す。

8

9
共有

・シリーズ作品な
どと重ねたり、互
いの感じたことや
考えたことを交流
することで、自分
の考えをまとめた
り、新たな意味を
見いだしたりして
いる。

・街の命で「命は成長する
につれ短くなっていくけ
ど、その命がまた新しい命
を産み、それが成長して命
を生む。」と感じ、海の命
で感じた「命とは失っても
つながっているもの」とつ
ながりました。一つにつな
がっています。○○さんや
□□さんと共感するところ
が多かったです。

・シリーズ作品など
と重ねたり、これま
での読書経験や生活
経験で捉えたことと
重ねたりしながら、
互いの感じたことや
考えたことを交流す
ることで、自分の考
えをまとめたり、新
たな意味を見いだし
たりしている。

・立松さんは、命シリーズ
で色々な表現で命を表現し
ているが、結局「命は形を
変えながらつながっていく
もの」を表現している。こ
れは、星野道夫さんの自然
についての考えと通じるも
のがある。△△さんのよう
な感じ方もあるのかと感動
した。

・友だちの考え
や感想について
は取り上げるこ
とがなく、自分
の考えのみを述
べている。

・友だちの考えや
感想と、どのよう
なところが同じ
か、あるいは異な
るかに着目してメ
モをするヒント
カードを持たせて
おく。ヒントカー
ドをもとに振り返
りを書かせる。

・「立松和平いのちシ
リーズ」読書座談会に
取り組み、複数の作品
を関連づけながら、
「命」についての自分
の考えを深める。

・ノート記述
座談会の児童観
察（発言）
ふり返りのワー
クシート

・命についての自
分の考えと友だち
の考えの共通点や
相違点を明らかに
しながら、新たに
考えたことを述べ
ている。

・○○さんの「生と死のく
り返し」という言葉や「海
で生きたら海に帰る」とい
う言葉は、私の思う「生き
物は食べたり食べられた
り、どこかでつながってい
るものだ。」と言うことと
つながると思いました。
「食べる」ことは「他の命
をいただく」ことにつなが
るとあらためて思った。

・命について友達の
考えから発見したこ
とや、「山のいの
ち」など他の「命シ
リーズ」の本を読ん
で考えたことなどを
関連付けながら、新
たに考えたことを述
べている。

・登場人物それぞれの描写
から「場面ごとに命が深ま
る」のを感じたと○○さん
は述べていた。そのことか
ら最初は気にならなかった
「海のめぐみ」という言葉
が、最後は自分の中で「深
まる」とつながってキー
ワードになっていった。海
と山の違いはあるが、命は
回る、つながる、それは自
然のめぐみの中で回りわた
したち人間にも返ってくる
ことを立松さんは伝えた
かったのだろう。

・命について文
章事実からの自
分の考えを述べ
ている。

・自分の考えと友
達の考えを比べ
て、「似ている」
ところや、「ちが
う」ところを意識
するよう促す。

・「一番心に響いた場
面とその理由」につい
て自分の考えをまと
め、「海の命」読書座
談会にむけての準備を
する。

・ノート記述

7 共有

・「一番心に響いた場
面」について「海の
命」読書座談会をおこ
ない、命について自分
の考えを深める。

・座談会後の振
り返りの記述

・「山のいのち」読書
座談会のＶＴＲを視聴
し、物語を読んで語り
合うよさに気付き、学
習の見通しを持つ。

・ノートに記述
した振り返りの
文章

・「海の命」を読ん
で、命をキーワードに
登場人物の関係図を作
成する。

・ノートに記述
した人物関係図

・「海の命」読書座談
会でみんなと考えを聴
き合うために、登場人
物の相互関係や命を意
識させる表現を関連付
けて「一番心に響いた
場面」を決める。

・ノート記述。
本文への書き込
みや付箋など

時間 学習過程 学習活動
評価事例

評価資料 おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・登場人物と対人物の
関係性から、それぞれ
の行動や会話の意味を
考える。感動を生み出
す優れた叙述、暗示性
の高い表現、メッセー
ジや題材を強く意識さ
せる表現について自分
の考えを持つこと。

・文、文章か
ら、命を象徴的
に表している言
葉を意識するこ
と（1）オ
・関連する複数
の物語を読み、
読書が自分の考
えを広げること
に気付くこと
（３）オ

・象徴性のある言葉や物語からのメッセージを意識させる表現など
に着目し、人物像や物語の全体像を具体的に想像すること。（エ）

・物語を読んで「命」について考えたことを読書座談会で語り合
い、自分と友だちとの考え方感じ方の共通点や相違点を明らかにし
ながら、自分の考えを広げること。（カ）

・読書座談会で命について語り合うために、複数の関連する物語
を読もうとする態度。

必要な読むことの能力 ・登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。

単元名 物語を読んで、命について考えたことや感じたことを座談会で聴き合おう～立松和平さんの「いのちシリーズ」を通して～
教材 「海の命」（光村図書）　（並行読書：「山のいのち」「街のいのち」他立松和平いのちシリーズ）

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶ
か

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能 ３　主体的な学習態度

言語活動 物語を読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動

読むこと 小学校　第【６】学年

重点指導事項
（新学習指導要領）

エ　人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり,表現の効果を考えたりすること。
カ　文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること

（１）オ　語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うこと。



 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・「紹介シート」で伝えると
いう目的に応じて文章を読ん
で要約し，生き物と環境との
関わりについて考えたことを
まとめる活動。
（「紹介シート」には，目的
に応じた文章の要約と，それ
を根拠とした自分の考えが記
事としてまとめられている。
また，複数の事例が記事とし
てまとめられ，自分の考えを
補強しているものを想定す
る。）

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

見
通
し
・
構
造
と

内
容
の
把
握

精
査・
解釈

クニマスと環境との
関わりを伝える紹介
シートを書くため
に，文章中から「意
見」「事実（根
拠）」「理由付け」
となる叙述を見つ
け，付箋に書き出し
ており、その半分以
上が妥当である。

（例）筆者の意見
・産卵場所も含めた湖全体の環
境を守ることが必要だ。
・バランスを保って共存してい
くことが大切である。
・現実を踏まえ、少しずつ歩い
ていかなければならない。

クニマスと環境との関
わりを伝える紹介シー
トを書くために，文章
中から「意見」「事実
（根拠）」「理由付
け」となる叙述を見つ
け，付箋に書き出して
おり、その８割以上が
妥当である。

（例）事実
・こうしてクニマスは、
人の手による環境の改変
によって、他の多くの生
物とともに田沢湖から姿
を消した。そして…
・こうした偶然の一致に
よって、田沢湖で絶滅し
たクニマスは、遠く離れ
た湖底で脈々と命を繋い
でいたのだ。

「事実」・「意見」・「根
拠」の弁別が不十分なま
ま、付箋に書き出してい
る。

・文末表現の働きを示したヒ
ントカードを示す。

考え
の形
成

筆者の「意見」とな
る記述を１つ取りあ
げて，共感する理由
を記事にまとめてい
る。

「バランスを保って共存してい
くことが大切である」というと
ころに共感する。なぜなら，一
つの種だけを優遇すれば，他の
生態系に影響を与え，田沢湖の
クニマスと同じ運命を辿る生き
物がでてしまうからだ。

筆者の「意見」となる
記述を複数取りあげ
て，同感する理由を記
事にまとめている。

（Ｂの記述に加えて）
また，「現実を踏まえ，
すこしずつ歩いていかな
ければならない」という
ところにも同感する。な
ぜならば，環境を一度変
えてしまうともとに戻す
には莫大な時間がかかる
ものの，不可能とは言え
ないからだ。

自分の考えは述べずに、筆
者の「意見」を書いてい
る。

前時に色分けした付箋の中で
「意見」にあたるものを一緒
に確認する。
その上で，どの箇所に最も共
感するか選択するように促
す。

構造
と内
容の
把
握・
精
査・
解釈

自分が選んだ動物と
環境との関わりを伝
える紹介シートを書
くために，文章中か
ら「意見」「事実
（根拠）」「理由付
け」となる叙述を見
つけ，付箋に書き出
している。

・「意見」「事実」「理由付
け」のそれぞれの記述が半分以
上妥当。

自分が選んだ動物と環
境との関わりを伝える
紹介シートを書くため
に，文章中から「意
見」「事実（根拠）」
「理由付け」となる叙
述を見つけ，付箋に書
き出している。

・「意見」「事実」「理
由付け」のそれぞれの記
述が８割以上妥当。

「事実」・「根拠」の弁別
が不十分なまま、付箋に書
き出している。

文末の述べ方や段落相互の関
係に着目させ，一緒に読みな
がら考えていく。

考え
の形
成

クニマスとそのほか
の動物を一種挙げな
がら，その動物に起
きた事実を基に，生
き基の環境との関わ
りについて自分の考
えをまとめている。

クニマスは人間による環境改変
で姿を消した。キツネザルもま
た人間の手で生態系のバランス
を壊したことで絶滅につながっ
た。これらの話を読み，人間に
よる環境改変が動物たちに与え
る影響はとても大きく，一度改
変された環境を元に戻すには大
変な時間と労力がかかることが
わかった。自らの行為が生き物
や環境に与える影響を考え抜く
ことや，もっと自分の知識を高
めていくことが必要だと考え
た。

クニマスとその他の動
物を２種以上挙げなが
ら，それらの動物に起
きた複数の事実を基
に，生き物と環境との
関わりについて自分の
考えをまとめている。

（Bの記述に加えて）
・オオカミの事実

生き物と環境との関わりに
ついて，自分の考えがまと
められていない。

友達の発言を聞いたり，参考
にさせたりしながらまとめら
れるようにする。

共
有

○書き上げた紹介文を読み合い，
目的に応じた要約の仕方や，考え
の確かさの点から相互評価する。

○単元全体を振り返り，新たな課
題を見出す。

【主体的な学習態度】
・振り返りの記述

○教師自作の「紹介シート」を基
に，生き物と環境との関わりにつ
いて考えたことを地域の大人たち
へ伝えるという単元の学習目標を
持ち，学習計画を立てる。

【主体的な学習態度】

・振り返りの記述

○段落構成や文末表現に着目し
て、「意見」「事実（根拠）」
「理由付け」についてそれぞれ要
約する。

【知識・技能、読む能
力】
・ワークシート（付箋
の言葉）

＊要約した文章を基に，「共感す
るところ」を中心に自分の考えを
記事にまとめる。

【知識・技能、読む能
力】
・紹介シート（記事の
言葉）

○自分の考えを補強するために，
他の動物を選び，引用要約して自
分の考えをまとめる。
＊「意見」「事実（根拠）」「理
由付け」の３つを付箋に書き出
す。

【知識・技能、読む能
力】
・ワークシート（付箋
の言葉）

＊要約した文章を基に，人間の生
活と生き物や環境との関わりにつ
いて，さらに考えたことを記事に
まとめる。

【知識・技能、読む能
力】
・ワークシート（記事
の言葉）

時間
学習
過程 学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・事実と意見
とを読み分
け，中心とな
る文に着目す
ることで文章
が要約でき
る。

・「紹介シート」の記
事を書くために文章を
読み，原因と結果，意
見と根拠など情報と情
報との関係を理解して
整理している。

・「紹介シート」作りに向けて，生き物と環境との関わりについて書かれた文
章を読み，必要な情報に着目して要約し内容を捉えている。
・文章を読んで理解したことに基づいて，人間の生活と生き物や環境との関わ
りについて自分の考えを持っている。

・生き物と環境との関わりについて考えたことを地域の大人たちへ伝えるために，進
んで本を読み必要な情報を得たり，活用したりしている。

必要な読むことの能力

・段落相互の関係に着目しながら，考えとその理由・事例との関係について叙述を基に捉えること。
・事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること。
・文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。

単元名 文章を要約して，人間の生活と生き物や環境との関わりを伝えよう

教材
「幻の魚は生きていた」（光村図書）、「終わりなき侵略者との闘いー増え続ける外来生物ー」（小学館クリエイティブ）「ホットスポット最後の楽園」（NHK出版）など人間の生活と生き物や環境との関わりについて書
かれた書籍・新聞記事等

何を学ぶか

（教材の特性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能

（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等

（読む）

３　主体的な学習態度

（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 説明の文章を読み，理解したことや考えたことを文章にまとめる活動

読むこと 中学校　第【１】学年

重点指導事項
（新学習指導

要領）

・ウ　目的に応じて必要な情報に着目して要約し，内容を解釈すること。
・オ　文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにすること。

・（１）オ　原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること。

モデルから、人間の生活と生き物や環境との関わりを伝えることに関心を持ち学習計画を立てようとしている。

省略



 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

C（１）エ
　　　 オ

【知識・技能】 （１）オ

・作品の魅力を「おすすめレ
ター」で紹介するために、
「心に残った場面とその理
由」「印象深かった描写とそ
の理由」などの観点に沿って
読み、考えたことや感じたこ
とを叙述を根拠にまとめる。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

第
一
次

①

学

習

の

見

通

し

を

持

つ

第
二
次

③

最も心惹かれた
場面について，
前の場面からの
心情の変化に着
目して，作品中
の描写を基に説
明している。

私は「僕の良心は目覚
めた」という場面が最
も心惹かれました。蝶
に夢中になっていて
「大きな満足感のほか
何も感じていなかっ
た」僕が初めて罪の意
識にかられ、決断を強
いられる場面だからで
す。

最も心惹かれた
場面について，
プロローグや前
後の複数の場面
での心情変化に
着目して，描写
を基に説明して
いる。

私は「僕の良心は目覚めた」とい
う場面が最も心惹かれました。そ
れまで「僕」はエーミールがク
ジャクヤママユを手にいれたと聞
いてから「すっかり興奮」してし
まい、盗みを犯してしまった後も
「大きな満足感のほか何も感じて
いなかった」とあります。そんな
僕が初めて罪の意識にかられ、決
断を強いられる場面だからです。
それは、大人になった今でも
「僕」の心に消えずにある、だか
らこそ、こうやって詳しく回想を
したのだと読者に感じさせる場面
だからです。

・心惹かれた場面の
理由として、その場
面の状況を取り上
げ、自分の主観（好
悪）を述べている。

・気になった人
物の言動に着目
させる。
・その場面の前
後ではそのよう
な出来事が展開
しているか整理
する。（一覧で
示すなど）

印象深い描写を
一つ挙げ，それ
がどのような効
果を生み出して
いるのか，叙述
を基に意味付け
を考えて説明し
ている。

私には「かえるが，遠
くから甲高く，闇一面
に鳴いていた」という
描写が印象的でした。
「闇一面」という言葉
から，これからする話
が明るい話ではないこ
とを示していると思っ
たからです。

印象深い描写を
一つ挙げ，それ
がどのような効
果を生み出して
いるのか，前後
の場面との関わ
りを意識して叙
述を基に意味付
けを考えて説明
している。

私には「かえるが，遠くから甲高
く，闇一面に鳴いていた」という
描写が印象的でした。「闇一面」
という言葉から，これからする話
が明るい話ではないことを示して
いると思ったからです。そう暗示
した通り，この後自らの少年時代
の苦い思い出が静かに語られてい
ます。思い出話の冒頭をうまく表
した描写ではないでしょうか。

・「描写」の理解が
不十分なまま、気に
入った表現を選んで
いる。

・「描写」と
「説明」の違い
や、「行動描
写」、「情景描
写」などを例を
挙げて説明す
る。

考

え

の

形

成

〈視点〉から一
つ選び，作品の
魅力について
「おすすめレ
ター」に自分の
考えをまとめて
いる。

この作品の魅力は優れ
た情景描写にある。
「少年の日の思い出」
では…のように物語の
展開を暗示するような
描写がうまく取り入れ
られていた。

〈視点〉から一
つ以上選び，作
品の魅力につい
て「おすすめレ
ター」に自分の
考えをまとめて
いる。

（Ｂの記述に加えて）
また，客の話を聞いた私の語りで
終わることで，その後の展開を読
者に想像させることに成功してい
る。

・視点を絞って作品
の魅力を説明するこ
とができていない。

・初読の感想を
見返して自分の
考えの変遷を振
り返るように促
す。

第

三

次

①

共
　
有

◯これまでの学習を振り返り，
「少年の日の思い出」の魅力を
伝える「おすすめレター」を書
き上げる。
〈視点〉人物の相互関係／描写
や場面／展開

【知識・技能、
読む能力】
・「おすすめレ
ター」の記述

◯書き上げた「おすすめレ
ター」を互いに読み合い，単元
全体を振り返り新たな課題を見
出す。

【主体的な学習
態度】
・振り返りの記
述

・「僕は悪漢だという
ことに決まってしま
い，エーミールは…世
界のおきてを代表…」
とあるように，「僕」
はエーミールのことを
正しいけれど嫌な人物
だと思っています。蝶
の事件をきっかけに二
人の間には決定的な壁
があることがわかりま
す。

登場人物の相互
関係を、プロ
ローグ、回想部
に分け、３つ以
上の描写を根拠
として挙げて説
明している。

・僕は妬み，嘆賞しながら彼を憎
んでいた。
・あの模範少年
・彼は罵りさえしなかった
こうした描写から元々少年時代の
「僕」は、エーミールに対してコ
ンプレックスを抱いていました。
エーミールから自分は軽蔑されて
いるだろうと思っていたことがわ
かります。そして蝶の事件をきっ
かけに「僕」から見て二人の間に
は決定的な壁ができてしまったの
だと思います。大人になった今も
そのときの苦い思いが残っている
からこそ、「わたし」に話したの
です。

「僕」に関する描写
と「エーミール」に
関する描写の読み分
けが不十分である。

・呼称，行動，
会話などに着目
させながら一緒
に読んで考え
る。

精
査
・
解
釈

・「最も心惹かれた場面とその
理由」について考えをまとめ
る。
（このとき登場人物の心が動い
た）

【知識・技能、
読む能力】
・ワークシート
（心惹かれた場
面の理由の記
述）

 ・「最も印象深かった描写とそ
の理由」について考えをまとめ
る。

【知識・技能、
読む能力】
・ワークシート
（印象深かった
描写の理由の記
述）

登場人物の相互
関係を作品中の
描写を基に捉え
て説明してい
る。

○教師が既習の教科書教材を
使って作った「おすすめレ
ター」を見て、作品の魅力を紹
介するという単元の学習目標を
持ち、学習計画を立てる。

○「少年の日の思い出」を読
み，初読の感想をまとめる。

【主体的な学習
態度】

・振り返りの記
述

構
造
と
内
容
の
把
握

○登場人物の相互関係を、文章
の展開に沿って整理する。

【知識・技能、
読む能力】

・ワークシート
（人物相関図の

記述）

時間

学
習
過
程

学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・場面の展開に
沿って，登場人物
の心情が変化して
いく。また，語り
手や描写の仕方に
着目すると作品世
界をより深く味わ

・小説に出てくる言
葉の文脈上の意味を
理解している。
・「おすすめレ
ター」を作るにあた
り語彙を増してい
る。

・「おすすめレター」を書くために物語を読み、自分にとって印象深
かった描写の効果について，根拠を明確にして捉えている。
・文章を読んで理解したことに基づいて，「少年の日の思い出」の魅力
について自分の考えを持っている。

・文章を読んで、感じたことや考えたことを伝え合おうとしている。

必要な読むことの能力 ・登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。

単元名 「本のおすすめレター」で『少年の日の思い出』の魅力を伝えよう

教材 「少年の日の思い出」（光村図書）

何を学ぶか

（教材の特性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
２　思考力・判断力・表現力等

（読む）
３　主体的な学習態度

言語活動 小説を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりする活動

読むこと 中学校　第【１】学年

重点指導事項
（新学習指導要

領）

・文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えること。
・文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにすること。

・語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使い，語感を磨き語彙を豊かにすること。

・モデルから、物語を読むことやおすすめレターを作って紹介することに関心を持ち学習計画を立てようと

している。

省略



 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・説明文の構成や展
開、表現の仕方につい
て考えを深めるため
に、２つの説明文を読
み比べ、共通点や相違
点について具体的に示
しながら自分の考えを
まとめる。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

学
習
の
見
通
し
を
も

つ

5

言語活動 報告や解説などの文章を読み、理解したことや考えたことを説明したり文章にまとめたりする活動。

読むこと 中学校　第【２】学年

重点指導事項
（新学習指導

要領）

・エ　観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果について考えること。
・オ　文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること。

・（２）ア　意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解すること。

単元名 ２つの説明文を読み比べようー説明文のより良い構成や展開、表現の効果を考えるー

教材 モアイは語る―地球の未来（光村図書2年）流氷と私たちの暮らし(光村図書1年)

何を学ぶか
（教材の特

性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

・題材の選び
方、文章の構
成や展開、読
み手を意識し
た説明の仕方
にどのような
工夫があるか
ということ。

・判断や考えを
示す意見を裏付
けるためのより
適切な根拠につ
いて理解してい
る。
・目的に応じて
具体と抽象が使
い分けられてい
ることを理解し
ている。

・２つの説明文の構成や論理の展開、表現の効果を比較して、共通点や相違点を具
体的に指摘し、より良い説明文について自分の考えをまとめている。
・より良い説明文について考えたことを他者の考えと比較することで、より確かな
ものにしたり、新たな視点をもつことにつなげている。

・２つの説明文の構成や論理の展開、表現の効果を比較して、共通点や相
違点を具体的に指摘し、より良い説明文について自分の考えをまとめよう
としている。
・より良い説明文について考えたことを他者の考えと比較することで、よ
り確かなものにしたり、新たな視点をもつことにつなげようとしている。

必要な読むことの能力
・筆者の題材の選び方、文章の構成や展開、説明の仕方を比べ、共通点や相違点について具体的に示している。
・より良い説明文の書き方について、2つの説明文の書き方を根拠として自分の考えをまとめている。

時間
学習
過程

学習活動
評価事例

評価資料
【観点】

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・文末の述べ方や段
落中のキーワード、
段落相互の関係に着
目させる。

◯２つの説明文を比べて、一方の論の
進め方についてその良さを説明すると
いう、学習の見通しをもつ。
◯2つの説明文を通読する。

【主体的な学習態
度】

・振り返りの記述

2

・
３

構造
と内
容の
把握

◯２つの文章について、
それぞれ筆者の論の進め
方について自分の考えを
もつ。

・ノートに
整理された
論の進め方
に関する記
述

・段落ごとに要点
を捉え、筆者の主
張や根拠、論の進
め方について考え
たことをまとめて
いる。

【ア：流氷と私たちの暮らし】
＜主張・根拠（事実・事例）について＞
主張…自然からの警告を見逃さないこと。
理由…自然と私たちの暮らしは深く関係してい
るから。
根拠…流氷の例
＜論の進め方＞
・自然からの警告の例として流氷を取り上げ、
3つの視点から流氷の役割について説明し、主
張につなげている。
＜考えたこと＞
・主張の根拠として、流氷を例に挙げ、人間に
つながる流氷の役割を３つの視点から具体的に
述べているので、主張がより説得力のあるもの
になっていると考えた。
【イ：モアイは語る】
＜主張・根拠(事実・事例)について＞
主張…今ある有限の資源をできるだけ効率よ
く、長期にわたって利用する方策を考えなけれ
ばならない。
理由…資源を使い切ってしまったら、人類が滅
びてしまうから。
根拠（事例）…イースター島の例（文明の滅
亡）
＜論の進め方＞
・イースター島の文明について（事例）示し、
そのことを現在の地球の状況に関連付けて、主
張につなげている。
・文明が滅んでいく過程（事例）を、問いと応
答を繰り返すことで、時間の流れに沿って説明
している。
＜考えたこと＞
・主張の根拠として、イースター島の事例と現
代の人口増加とを関連付けて説明しているの
で、歴史的な問題を自分たちの問題としても捉
えやすく、主張がより説得力のあるものになっ
ていると考えた。

・Ｂ評価の内容
に加えて、これ
までの読書経験
を関連付けて述
べている。

・どちらの説明文も序論で主張につな
がるメッセージが入っているところは
同じだと思う。具体的には、アでは
「流氷は私たちの暮らしとも深くつな
がっている」イでは「実は、この絶海
の孤島で～とても大きな問題を投げか
けているのである」という部分であ
る。1年生の時に読んだ「幻の魚は生き
ていた」も同じような書き方になって
いたことを確かめた。

・文章全体の
大まかな内容
を捉えること
はできてい
る。

4

精
査
・
解
釈

◯２つの文章の論の進め
方、表現の効果につい
て、それぞれ気付いたこ
とを具体的に挙げて比
べ、共通点や相違点を見
つける。

・ノートに
整理された
共通点と相
違点につい
ての記述

・共通点、相違点
について、それぞ
れ１つ以上述べて
いる。

・前時に作成した
ワークシートや文末
表現、接続詞に着目
させる。

考え
の形
成

◯２つの文章から１つ選
び、書き方の良さについ
て具体的な箇所や文章の
展開の仕方を挙げて考え
をまとめる。

・ノートに
書かれた選
んだ理由に
ついての記
述

・選んだ理由につ
いて、２つ以上理
由を挙げて述べて
いる。

＜選んだ文章＞
　イ
＜選んだ理由＞
・イースター島で文明が生まれてから滅ぶまで
の様子が、時間の順序に沿って、問いに答える
形で具体的に述べられており、滅びの原因を理
解しやすいから。
・イースター島の事例に続けて人口問題など現
代の問題も示されているので、イースター島で
の出来事を教訓として自分たち引き寄せて考え
やすい文章になっているから。

・選んだ理由に
ついて、３つ以
上理由を挙げて
述べている。

＜共通点＞
・序論で主張につながるメッセージが示されて
いる。
・出だしで読み手の興味を誘う工夫がある。具
体的には、アの場合は、「流氷の誕生である」
「壮大な自然のドラマである」と宣言し、イは
「君たちはモアイを知っているだろうか」と疑
問を投げかけている。
＜相違点＞
・アは、事例を現在の自然から取り上げてお
り、イは、古い歴史（文明）から取り上げてい
る。

・共通点、相違
点について、そ
れぞれ２つ以上
述べている。

（Ｂの内容に加えて）
＜共通点＞
・読み手に興味をもたせる題名にして
いる。
・一見すると私たちとは関係がなさそ
うな事例を示すことで、実は自分たち
に深く関係しているという意外性をも
たせることで主張に説得力が増すよう
にしている。
＜相違点＞
・結論にある最後の文の文末表現に違
いがある。アでは「第一歩となるだろ
う。」と推定の表現であるが、イで
は、「道なのである。」と言い切って
いる。

・2つの説明
文について筆
者の主張や根
拠については
捉えることが
できている。

（Ｂの内容に加えて）
・ただし、イの文章についてもアの文
章ように身近なものに例えたり、グラ
フや図を用いることでより分かりやす
い文章になるのではないかと思う。読
み手によって変わってくると思うの
で、子ども向けや専門家対象の説明文
との違いについても知りたいと思っ
た。

・説明文の書
き方について
分かったこと
ではなく、交
流会の感想の
み書いてい
る。

・交流の視点を確認
させる。
単元の目標とこれま
での学習記録を振り
返らせる。

（Ｂの記述に加えて）
・1年生の頃に読んだ「幻の魚は生きて
いた」の文章もイの文章のように、序
論の中で先に問題提起をしていた。私
は、このような書き方の方が読み手が
問題意識や興味をもって読み進めるこ
とができるのでよいと思う。
・地球を「広大な宇宙という漆黒の海
にぽっかりと浮かぶ青い生命の島」と
例えており、絶海の孤島イースター島
とより重ねて考えやすくしている。

・筆者の主張
に対して、感
じたことを書
いている。

・前時までの学習を
振り返らせ、どのよ
うな工夫が読者の興
味を引き、分かりや
すい説明文とつなが
るのか確認させる。

・私は、具体例の内容や比喩表現に着目して自
分の考えを述べるだけだったが、◯◯さんは、
序論の中で題名や結論に関する言葉を入れるこ
とで、読み手が最後まで問題意識をもって読む
ことができるよう工夫されていると指摘してい
た。ぜひ、◯◯さんの視点でも他の説明文を分
析してみたいと思った。

・文章を読んで
理解したこと
を、複数の他者
の考えと関連付
けることで、よ
り確かなものに
したり、新たな
視点をもつこと
につなげてい
る。

6 共有

◯前時にまとめた考えに
ついて、同じ説明文を選
んだ人、違う文章を選ん
だ人とそれぞれ意見を交
換し、気付いたことをや
考えたことをノートに整
理する。

・振り返り
の記述

・文章を読んで理
解したことを、他
者の考えと比較す
ることでより確か
なものにしたり、
新たな視点をもつ
ことにつなげてい
る。

２つの説明文を読み比べて、筆者の論の進め方について考えることに関心をもち、学習計画を立てようとしている。



 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・「走れメロス」の魅力を
紹介するために、「人質」
と比較して「私のオススメ
の場面とその理由」の観点
に沿って読み、考えたこと
を叙述を根拠にまとめる。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

学

習

の

見

通

し

を

も

つ

２
３

構

造

と

内

容

の

把

握

お気に入りの人
物について，そ
の設定が「人
質」とどのよう
に異なるか比較
して解説してい
る。

・私が気に入った人物はセリ
ヌンティウスだ。『人質』で
は「友」「親友」としか書か
れていなかったセリヌンティ
ウスに，『走れメロス』では
「石工」という職業が設定さ
れている。固い石を砕き削る
石工という職業から，困難か
ら逃げずに立ち向かう姿が想
像され、メロスの親友に相応
しい人物だとあらためて確認
する言葉ができた。

・お気に入りの人物に
ついて，その設定が
『人質』とどのように
異なるか比較し，その
ように設定した作者の
意図について自分の考
えを述べている。

・私が気に入った人物は
セリヌンティウスだ。
『人質』では「友」「親
友」としか書かれていな
かったセリヌンティウス
が，『走れメロス』では
「石工」という設定に
なっている。固い石を砕
き削る石工という職業を
設定したことから，作者
の太宰自身の、自分の人
生から逃げずに困難に立
ち向かおうとしている心
情が窺える。

・お気に入りの人物に
ついて，『走れメロ
ス』の叙述から説明し
ている。

・『人質』と『走れメロ
ス』比較表を示す。

4

・最も印象的な
言動とその理由
について，「人
質」と「走れメ
ロス」を比較
し，その言動と
作品全体におけ
る人物像との関
わりについて叙
述を基に自分の
考えをまとめて
いる。

・『人質』には妹の結婚式の
後，メロスが休む行動がな
い。一方で『走れメロス』の
方は「…」というように気が
抜けて油断した様子が描かれ
ている。『人質』の方のメロ
スはぶれずに任務遂行する人
物なのに対して，『走れメロ
ス』のメロスは人間らしい弱
さを抱えた人物であると言え
る。そのメロスの弱い一面を
描くことで、メロスのもつ本
質的な勇気が際立つように思
う。

・最も印象的な言動と
その理由について，
「人質」と「走れメロ
ス」を比較し，その言
動と作品全体における
人物像との関わりにつ
いて複数の叙述を基に
自分の考えをまとめて
いるとともに、作者の
意図についても考えて
いる。

・（Bの記述に加えて）
　大地主の息子に生まれ
何不自由ない暮らしがで
きる太宰は、逆に自分の
ひ弱さを痛感している。
でもそんな自分にも、誰
かを守り通す勇気がある
ことをメロスを通して確
認したかったのではない
だろうか。

・登場人物の一つの言
動を取り上げて，その
場面についての感想を
書いている。

・気になった人物の『人
質』になくて『走れメロ
ス』にある言動を挙げさ
せ，そこでの心情変化や
後の展開への影響を一緒
に考える。
・「ここで◯◯が〜〜し
なかったら…人物だっ
た」という説明の話型を
示して考えさせる。

5

・最も印象深
かった場面とそ
の理由につい
て，『人質』と
『走れメロス』
とを比較し，そ
の場面と作品全
体の解釈との関
わりについて叙
述を基に自分の
考えをまとめて
いる。

・『人質』の中には任務を投
げ出そうとする弱い姿が描か
れていない。しかし『走れメ
ロス』はあえて弱く諦めそう
になる人間メロスの姿を何度
も描いている。特に、メロス
が清水を一口飲む直前まで自
分を嘲る場面は，友を信じる
心は完璧な人の理想的な信念
として常に発揮されるという
ものではないということを示
すとともに、ラストシーンの
感動をより高める効果がある
と考える。

・最も印象深かった場
面とその理由につい
て，『人質』と『走れ
メロス』とを比較し，
その場面と作品全体の
解釈との関わりについ
て複数の叙述を根拠と
して挙げて自分の考え
をまとめるとともに、
作者の意図についても
考えている。

・（Bの記述に加えて）
親の庇護を受けながら
も、世の中の理不尽さを
多く見てきた太宰は、そ
れでも最後はよきもの、
美しきものが勝ってほし
いという願いを強くもっ
ていたのではないだろう
か。

・印象深かった場面に
ついて、その場面の感
想を書いている。

・『人質』になくて『走
れメロス』にある場面を
挙げさせ，そこでの心情
変化や後の展開への影響
を一緒に考える。
・「ここで◯◯が〜〜し
なかったら…人物だっ
た」という説明の話型を
示して考えさせる。

6

・『走れメロ
ス』の魅力につ
いて、観点を一
つ定め、『人
質』と比較し自
分の考えを説明
している。

・『走れメロス』の魅力は何
といっても語り口にあるだろ
う。『人質』（訳文）を基に
した文章は、一文が短く引き
締まった感じを受ける。情景
やメロスの心情がテンポよく
変化していき、読者は最後ま
で一気に読み通してしまう。
一人称で語られることが多い
太宰の作品のなかでは異色の
作品である。

・二つ以上の観点から
説明している。

・（Bの記述に加えて）
・美談を描ききったとこ
ろである。『人質』には
ない、「メロスとセリヌ
ンティウスの殴り合い」
や「少女とマント」など
を書き加え、人間の持つ
友情や純真さを明確に描
き出している。それら
は、太宰にとっても現実
にはあり得ないとしても
望んだものだったのだろ
うか。

・特に観点は定めず、
「走れメロス」につい
て感じたことや考えた
ことを書いている。

・双方の作品に共通する
良さを見つけるように促
す。

・見つけた良さが効果的
に伝わる描写を一緒に選
ぶ。

7
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・最も印象的な言動とその理
由について自分の考えをまと
める。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート（お
すすめの場面の理由
の記述）

・最も印象深かった場面とそ
の理由について自分の考えを
まとめる。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート（印
象深かった場面とそ
の理由の記述）

・『走れメロス』の魅力につ
いて自分の考えをまとめる。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート（作
品の魅力についての
記述）

◯書き上げた解説文を互いに
読み合ったり，秋の読書フェ
アで返ってきたコメントを読
んだりして，単元全体を振り
返り新たな課題を見出す。

【主体的な学習態
度】

○図書室で行われる「秋の読
書フェア」に向けて，『走れ
メロス』の魅力を伝える文章
を書くという単元の学習目標
を持ち、学習計画を立てる。

【主体的な学習態
度】

・振り返りの記述

全文を読み、お気に入りの人
物について解説する。

【知識・技能、読む
能力】
・ワークシート（お
気に入りの人物を解
説する記述）

時間
学習
過程

学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・一つの場面
が作品全体の
雰囲気や登場
人物の人物像
に関わってい
ること。

・小説に出てくる言葉の
文脈上の意味理解。
・語彙の増加。

・「走れメロス」と「人質」とを比較して読み，登場人物の言動が話の展開にどの
ように関わっているかについて叙述を根拠にしてまとめている。
・小説を読み理解したことや考えたことを知識や経験と結びつけ，「走れメロス」
の魅力について自分の考えを広げたり深めたりしている。

・文章を読んで、感じたことや考えたことを他者と伝え合おうとしている。
・関連図書をさらに読もうとしている。

必要な読むことの能力

・場面の様子に着目して登場人物の行動を具体的に想像すること。
・人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。
・文章を読んで感じたことを共有し，一人一人の感じ方に違いがあることに気づくこと。
・文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えること。

単元名 ・「走れメロス」のエッセンスはここだ！〜作品全体と場面との関わりに着目し，魅力を伝えよう〜

教材 ・「走れメロス」（光村図書）、・「人質」（シラー作　小栗孝則訳）

何を学ぶか

（教材の特性）

どのように学ぶか

（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能

（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等

（読む）

３　主体的な学習態度

（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 ・小説を読み，考えたことなどを伝え合う活動

読むこと 中学校　第【２】学年

重点指導事項
（新学習指導

要領）

・イ　登場人物の言動の意味について考え，内容を解釈すること。
・オ　文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりすること。

・（１）エ　抽象的な概念を表す語句の量を増し，文章の中で使うことを通して語感を磨き語彙を豊かにすること。

・モデルから、物語を読むことや解説文を書いて紹介することに関心を持ち学習計画を立てようとしている。

・他の文学作品においても、その作品の基になる文章等がないか調べてみたい。複数の作品を比べ読みしてみたい。

太宰治の他の作品も読んでみたい。太宰治と同時代の作家の作品も読んでみたい。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・



 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

【知識・技能】

・主張や論理の展開、
表現の仕方についての
考えを深めるために、
２つの論説を読み比
べ、論理の展開や表現
の仕方についてどのよ
うな効果があるのか根
拠に基づいて判断す
る。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

学
習
の
見
通
し
を
も
つ

・社説を読
んで感じた
ことを書い
ている。

・前時に整理した主張
や論の進め方の共通点
や相違点について確認
させる。

考
え
の
形
成
と
共
有

◯新聞の社説を読んで評価し
たことを伝え合う。

・振り返りの記述

・文章を読んで
評価したこと
を、他者の考え
と比較すること
でより確かなも
のにしたり、新
たな視点をもつ
ことにつなげた
りしている。

・私は、事例が具体的で読みやすいかどう
かという基準でしか選んでいなかったが、
◯◯さんがイの社説の方が無形文化遺産と
しての「和食」についての私たちのものの
見方や考え方を広げるには良いのではない
かという意見を述べていて大変参考になっ
た。確かに、イの方が「和食」の登録が経
済や社会とどう関わっているのかという視
点で述べられているので、多様な視点から
物事を見ることの必要性にも気づくことが
できると考えた。

・文章を読ん
で評価したこ
とを、複数の
他者の考えと
関係づけるこ
とで、より確
かなものにし
たり、新たな
視点をもつこ
とにつなげた
りしている。

（Ｂの記述に加えて）
・◯◯さんが、イの工夫を用い
て、アの論説の見出しを「世界へ
の売り込みの前に」とした方が読
み手の問題意識を高められるので
はないかと述べているのを聞い
て、大変納得した。また、私は、
イの「世界遺産と違って～コミュ
ニティーである」という言葉か
ら、無形文化遺産登録の重みを感
じ、まずは自分で郷土料理につい
て調べ、作ってみようと思った。

・学習活動
や意見交流
の感想のみ
を書いてい
る。

・だれのどんなものの
見方や考え方によって
自分の考えが確かに
なったり、新たなもの
になったりしたのか確
認させる。

＜選んだ社説＞ア
＜根拠＞
①論の進め方が分かりやすい。
・起承転結の形で論が進んでいる。自分も
起承転結を考えながら意見文を書くと整理
しやすかったから。
②事例が身近なものである。
・和食の特色が実生活や家庭科で学んだこ
とにつなげて理解しやすい。
・アンケート結果を取り上げ、問題点につ
いて説得力がある。

（Ｂの内容に加えて）
③主張が共感しやすい。
・アは私たちの一人ひとりの課題
として主張が述べられておりイ
メージしやすい。
・「学校や地域で～受け継いでい
く取り組みが欠かせない」と具体
的に示されている。
④見出しの表現が分かりやすい。
・「もっと」「魅力」など語句が
肯定的で平易であるので読みやす
い。
・「もっと魅力を味わおう」と呼
びかけているので引き込まれやす
い。

・ノートに書かれ
た選んだ根拠につ
いての記述

・根拠を２つ挙
げて述べてい
る。

・根拠を３つ
以上挙げて述
べている。

単元名 新聞の社説を比較しよう―主張や論理の展開、表現のしかたを評価する―

教材 2013年10月の新聞2紙　(3年　光村図書)

何を学ぶか
（教材の特性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動 論説や報道などの文を比較するなどして読み、理解したことや考えたことについて討論したり文章にまとめたりする活動。

読むこと 中学校　第【3】学年

重点指導事項
（新学習指導要

領）

・ウ　文章の構成や論理の展開、表現の仕方について評価すること。
・エ　文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、自分の意見をもつこと。

・（２）ア 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること。

4

◯２つの社説を比べて、一方
の論の進め方や表現のしかた
について評価するという、学
習の見通しをもつ。
◯2つの社説を通読する。

【主体的な学習態
度】
・振り返りの記述

必要な読むことの能力
・主張や論理の展開、表現の効果について根拠を明確にして考えをまとめること
・観点を明確にして文章を読み比べること

時間
学習
過程

学習活動

評価事例

評価資料
【観点】

・（場面・方法）

おおむね満足（B） 十分満足（A）

（Ｂの内容に加えて）
＜④文末表現について＞
【ア】断定的な表現が多い。「～
がある。」「いい。」など
【イ】推定的な表現が多い。「そ
う多くはない。」「～だろう」な
ど

＜⑤語句について＞
【ア】肯定的な語が多い。「魅
力」「誇るべき」など
【イ】抽象的な語が多い。「共
生」「信頼」「再生」など

3

精
査
・
解
釈

◯選んだ社説の良さについて
根拠を明らかにして、考えを
まとめる。

努力を要する（C）

・観点を定
めず、社説
を読んで気
付いたこと
をそのまま
書いてい
る。

・既習事項を想起させ
たり、友達の観点を参
考にさせたりして、そ
れぞれの文章の特徴に
ついて整理させる。

・観点を４つ
以上決めてそ
れぞれの特徴
についてまと
めている。

・同じ話題でも論
説によっていろい
ろな見方や考え方
が書かれており、
一つの見方だけで
なく複数の論を比
較し、評価するこ
と。

・判断や考えを示す
意見を裏付けるため
のより適切な根拠に
ついて理解してい
る。
・目的に応じて具体
と抽象が使い分けら
れていることを理解
している。

・主張や論理の展開、表現のしかたについて２つの社説を比較して、書き手
の考えを正確に伝えたり、読み手の共感を得たりするために有効であるか、
根拠に基づいて判断している。
・社説を読んで考えたことを他者の考えと比較するなどして、自分の考えを
広げたり深めたりし、無形文化遺産「和食」について自分の考えをまとめて
いる。

・2つの社説を読み比べて、筆者の主張、論の進め方、表現のしかたにつ
いて評価しようとしている。

＜①主張について＞
【ア】私たちが和食の魅力について知り、
その価値について語れるようにしよう。
【イ】無形文化遺産登録を契機に日本は改
めて「『食』を守る社会づくり」に取組む
べきだ。

＜②論の進め方について＞
【ア】起承転結が明確な構成である。冒頭
と終末の段落で主張を述べている。
・起…話題と主張の提示
・承…和食のもつ魅力についての事例
・転…和食が抱える問題についての事例
・結…主張の繰り返し
【イ】序論・本論・結論の三部構成であ
る。
・序論…問題提起
・本論…問いの解明
・結論…主張

＜③見出しについて＞
【ア】呼びかけ表現「もっと魅力を味わお
う」
【イ】問いかけ表現「和食の真価は何か」

2

構
造
と
内
容
の
把
握

◯２つの社説を評価するため
に、観点を決めてそれぞれの
特徴を整理する。

・評価するために
定めた観点とその
内容

・観点を３つ決
めてそれぞれの
特徴についてま
とめている。

２つの社説を読み比べて、筆者の主張や論の進め方について評価することに関心をもち、学習計画を立てようとしている。



 

【思考力・判断力・表現力】

【知識・技能】

平和について考えた自分の
意見を表現するために、ふ
さわしい詩を選び、その詩
は何を伝えようとしている
のかを詩の中の言葉を根拠
に説明する。

判断基準 Bと評価する例 判断基準 Aと評価する例 判断基準 支援の手立て

1

見
通
し

共
有

・同じ写真を選んだ者どうしで
意見を交換し合う。

・振り返りの
記述

・友達の考
えを聞い
て、平和に
ついて自分
の考えを深
めている。

5

・象徴的な表現、暗
喩などについて、例
を挙げながらその効
果等を説明する。

4

考
え
の
形
成

・前時に考えた詩のメッセージ
を伝えるために最も効果的な写
真との組み合わせについて自分
の考えをもつ。
（３枚の内から１枚を選ぶ。）

・ワークシー
トの記述

・写真を選
んだ理由を
詩の中の言
葉とつなげ
て述べてい
る。

・「現在の広島の街にたたず
む原爆ドーム」の写真を選ん
だ。
　「やすらか」で「美しい」
現在の広島の街に立っている
「原爆ドーム」は、そこだ
け、戦争（原爆）のむごたら
しさを今に伝えている。「す
がすがしい」朝にあっても、
あの日の朝を忘れないために
も、この写真が相応しいと考
えた。

・写真を選んだ
理由を詩の中の
言葉と自分の経
験を関連付けて
述べている。

・「現在の広島の街にたたずむ原
爆ドーム」の写真を選んだ。
　「やすらか」で「美しい」現在
の広島の街に立っている「原爆
ドーム」は、そこだけ、戦争（原
爆）のむごたらしさを今に伝えて
いる。「すがすがしい」朝にあっ
ても、あの日の朝を忘れないため
にも、この写真が相応しいと考え
た。原爆ドームの写真はたくさん
見たが、撮影年が新しければ新し
いほど、周りの風景が変わってく
る。変わらない原爆ドームの形
が、「同じ過ちを繰り返すな」と
語っているようだ。一度広島で実
際の原爆ドームを見てみたい。

・詩の中の言葉
と関連付けず
に、写真を選ん
だ知勇について
述べている。

・写真と関連付けや
すい詩の中の言葉を
挙げさせる。

・比喩や象
徴的な言葉
を三つ以上
関連付け
て、詩のも
つメッセー
ジについて
自分の考え
を述べてい
る。

・「すがすがしい朝の顔」
「りつぜんとした」「やすら
かに美しく油断していた」の
表現から、原爆（戦争）は、
なんの余地も与えず一瞬にし
て平和を人間の存在を奪い尽
くす恐怖以外の何ものでもな
いというメッセージが伝わっ
てくる。「すがすがしい」
「やすらか」「美しく」とい
う言葉が逆説的に原爆（戦
争）の惨たらしさを効果的に
伝えている。

・比喩や象徴的
な言葉を五つ以
上関連付けて、
詩のもつメッ
セージについて
自分の考えを述
べるとともに、
原爆をテーマに
した他の詩と比
較して考えたこ
とを述べてい
る。

・「午前八時十五分は毎朝やってく
る」「すがすがしい朝の顔」「りつぜ
んとした」「いま在る」「やすらかに
美しく油断していた」の表現から、今
の私たちが過去からどれだけ真摯に学
ぼうとしているのか厳しく問われてい
るように感じる。学び考え続けない人
間は同じ過ちを繰り返しかねないと訴
えているようだ。原爆の詩には、もっ
と直接的で説明的な表現ものも多くあ
るが、現代の幸せな「顔」を対比させ
た「挨拶」の詩は、今在る私たちに戦
争の恐怖だけでなく、戦争を起こさな
い責任をより強く感じさせる詩だと思
う。

・「焼けただ
れ」や「原爆」
「戦火の後」な
ど戦争に直接つ
ながる表現を取
り上げ戦争の恐
さなどについて
述べている。

・Aさんは、「現在の広島の
街にたたずむ原爆ドーム」の
写真にうつっている、川につ
いて語ってくれた。川に流れ
ている水そのものは毎日新し
いものだけど、川そのもの
は、原爆が落とされたあの時
から変わらなくそこにある。
私たち人間も、一人一人は毎
日新しくそこにあるのだけ
ど、人間のつながりはずっと
昔からある。このつながりが
正しいよりよきつながりで在
り続けることが平和を広げつ
なげていくことだと考えさせ
られた。

・友達の考えを
聞いて、平和に
ついて自分の考
えを深めるとと
もに新しい課題
をもっている。

・Aさんは、「現在の広島の街にた
たずむ原爆ドーム」の写真にう
つっている、川について語ってく
れた。川に流れている水そのもの
は毎日新しいものだけど、川その
ものは、原爆が落とされたあの時
から変わらなくそこにある。私た
ち人間も、一人一人は毎日新しく
そこにあるのだけど、人間のつな
がりはずっと昔からある。このつ
ながりが正しいよりよきつながり
で在り続けることが平和を広げつ
なげていくことだと考えさせられ
た。人間のよりよいつながりは、
「直接的に戦争をしない」という
ことだけでなく、目の前の生活を
大切に丁寧に扱うことではないだ
ろうか。卒業までに中学生として
「つながり」をよりよいものにす
る具体について考えてみたい。

・友達の考えと
の共通点や相違
点を確かめてい
る。

・友達の考えについ
て、「ひと言コメン
ト」を書くように促
す。

学習の目的や内容などの見通し
をもつ

２
３

精
査
・
解
釈

「・挨拶」を読んで、詩のもつ
メッセージについて検討する。

・ワークシー
トの記述
・発言の内容

時間

学
習
過
程

学習活動
評価事例

評価資料
【観点】

おおむね満足（B） 十分満足（A） 努力を要する（C）

・詩に使われ
ている言葉に
ついて理解し
する。
・自分の考え
を表すのにふ
さわしい詩を
一編選ぶため
に、様々な詩
を読み比べ
る。

・作者が詩に使っている言葉や表現の工夫に着目し、その意
味を考えながら自分の考えと比較する
・作者の戦争や平和にたいする思いを詩から読み、自分は今
の平和をどう考えているのかを表現する

・グローバル平和について考えた自分の意見を表現するために、言葉をよ
りどころにしながら、ふさわしい詩を選ぼうとする。

必要な読むことの能力
・観点を明確にして、表現の効果について考えること。
・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること。

単元名
・詩と写真を組み合わせて、平和の大切さを伝えるポスターを作ろう。

教材
・「挨拶」

何を学ぶか
（教材の特

性）

どのように学ぶか
（言語活動）

（読みの観点）

何ができるようになるか（資質・能力）：単元の評価規準

１　知識・技能
（伝・国）

２　思考力・判断力・表現力等
（読む）

３　主体的な学習態度
（国語に関する関心・意欲・態度）

言語活動
・を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりする活動

・ウより　文章中の表現の仕方について評価すること。
・エ　文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、自分の意見をもつこと。

・（１）イ　理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やし、慣用句や四字熟語などについて理解を深め、
　　　　　話や文章の中で使うとともに、和語、漢語、外来語などを使い分けることを通して、語感を磨き語彙を豊か
　　　　　にすること。

読むこと 中学校　第【３】学年

重点指導事
項

（新学習指
導要領）

・教師作成のポスター（モデル）から、「詩と写真を組み合わせて読ポスターを作る」という単元の見通しをもつ。


